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ミヒヤエル・エンデの文学作品における自由の諸相

小　　林　　良　　孝

ミヒヤエル・エンデ文学作品の中では、その物語の進展の方向が決定される

重要な場面に到ると、あるいはまたその物語の主人公の運命が決定される重要

な場面に到ると、必ずと言っていいほどいつも、明確に意識的に「自由」とい

う言葉が持ち出され、あるいは「自由」という概念に属する言葉が持ち出され

てきて、その「自由」にその物語の進展の方向の決定がゆだねられたり、その

主人公の運命がゆだねられたりしている。

このことは、エンデが31歳の時の彼の処女作である『ジム・クノップフ』2部

作において既にあてはまることである。これの第2部『ジム・クノップフと荒く

れ13』の第25章「ジム、自分の生まれの秘密を知る」の章では、ジムによって

いったん捕らえて縛りあげた12人の海賊の命を、ジムは助け、その捕縛を解く

決心をする。ジムのこの寛大な処置に対して、海賊たちのうちの一人が答えて

言う。「それにむくいておれたちは、おまえとおまえの友人たちに自由を与えて

やることにするぞ。」（1）こうしてジムの運命は決定されていくのである。

この自由というテーマは、エンデが年齢を重ねて行くにつれてますます重大

なものとなっていったようで、彼が晩年に近づいていけばいくほど、彼の文学

作品の中で占める自由の比重もますます大きくなっていくと同時に、自由の概
念もますます進化していった。

1972年、彼が43歳の時の作品『モモ』においても、圧倒的な多数と圧倒的な

圧力で迫ってくる灰色の男たちに対して、孤立無援ではあったけれどもトモモ

はけっして彼らに屈することはなかった。つまり、モモは彼らに対する自由を

貫いた。逆に、理髪屋のフージー氏や観光ガイドのジジ＝語り部のジロラモや

道路掃除夫のベッポじいさんなどは、灰色の男に勧誘されたり、説得されたり、

強迫されたりする場面では、灰色の男から明確な言葉で決定の自由を与えられ

ながらも彼に屈服するのである。

1979年、エンデが50歳の時の作品『はてしない物語』は、部分的にではなく
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この作品全体が子供にとっての自由の持つ意味を論じている物語であると言え

るであろう。

1991年、エンデが死ぬ3年前、彼が62歳の時の作品『レンヒェンの秘密』は、

誰が読んだって一目瞭然、これはレンヒェン（レナーテの愛称）の両親に対す

る我がまま（一種の自由）を主題とした作品である。

その翌年1992年、エンデが死ぬ2年前、彼が63歳の時の作品『自由の牢獄』

は、内容を読まなくたって、その標題を見ただけで、この本は自由をテーマと

して書かれてあるのであろうと推察される。実際に内容を読んでみると、何が

自由なのかわかりずらい。けれども自由というものはそういうものなのだ。こ

の作品を構成している一つ一つの短編は各々、エンデが63歳になるまで、自由

について考えてきた所感を、つまり彼が発見したいろいろな自由の形態を、作

品の形で述べたものなのであろう。

1993年、エンデが死ぬ1年前、彼が64歳の時の作品『満月の夜の伝説』は、

10歳前後の読者にとってはとてもそうとは受け取れないかもしれないけれども、

ェンデが生涯かけて追究して到達した自由についての考えの頂点を示すもので

あろう。この作品は、自由というテーマを少しも感じさせない。しかしこの作

品は、・自由という問題と真っ向から立ち向い、四つに組んで全力で闘い取った、

彼の総決算とも言うべき成果を表現しているものであろう。しかもこの作品は、

彼の数多い短編の中でも最も充実した作品の一つである。

1994年」ェンデが没した年、彼が65歳の時の彼の最後の作品『魔法の学校』

は、小学生を相手に7課の教程の形をとって、魔法のかけ方を実習形式で説い

た鱒編である。実はその教程内容は事由の実行の仕方にも通じることなのである0
以上のように、エンデの処女作『ジム・クノップフ』の2部作から彼の絶筆と

なった『魔法の学校』‾に到るまでの彼の創作活動を概観すれば、「自由」という・

テーマは彼が年を取って行くにつれてますます重大なテーマとなっていたこと

は明確に読み取れるのである。彼の初期の作品においては、「自由」という概念

は、まだ各々の作品の主人公の運命を決する根底的な状況として設定されてい

たにすぎない。しかし、中期から後期へ進んで行くにつれて、「自由」という概

念はもはや各々の主人公たちの根底的条件として扱われている程度を超えて、

次第に自由それ自体が、これは作品によっては、あるいは場面によっては、意

志とか願いとか希望とかという形で、あるいは拒否とか反抗とかという形で表

されることもあるが、次第に自虐そのものが物語の主題として構想され創作さ

れるようになっていったと見ることができるのである。というわけで、本稿に
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おいては、ミヒヤエル・Lェンデの文学作品の中では、自由というものがどうい

う形で、あるいはどういうものとして表現されているか、これらの点に焦点を

絞って論じていくことにする。

Ⅰ．エンデにとっての自由という問題の発端

ではまず、エンデにとってこの自由という問題は、いつ頃、どういう状況の

中で、どういう意味を持つものとして浮上してきたのであろうか。これらの点

に関しては、エシデ自身、子安美知子氏との対談の中で次のように語っている。

エンデ　…私が30年以上にわたって、非常に集中的にシュタイナーの著

作を読んできていることは事実です。

子安　だからこそ、この『私の読書』にも、冒頭の荘子に続いてシュタ

イナーの『自由の哲学』があがっています。それで、ぜひおうかがいした

い。エンデさんが、愛読書を選ぶ基準にしたのは、「私の人生の何らかの分

岐点で道を方向づけ、決定的な影響を与えて、私を何らかの洞察にいたら

しめた本、あるいはその後の人生でずっとかかえなければならないような

間をつきつけた本」だと、まえがきにあLりますが、その意味でシュタイナー

は、エンデさんに、いつ、どのような決定的出会いとなったのでしょうか。

エンデ　まず父が、シュタイナーの思想に親しみ、それで私は父の口か

ら彼の名をよく聞いてはいましたこ　けれども自分から興味を持ったのは、

25、6歳のころでした。もちろん17、8歳の時期、シュタイナー学校にも行っ

ていましたけれど、そこで直接アントロポロゾフィーを学んだわけではな

く、卒業後はむしろ、アントロボロゾーフと呼ばれる人たちには距離をお

いていたのです。それからやがて、私はひとつの間にゆきあたった。いっ

■たいこの世に、生きたもの、魂をもつものについて何かを教えてくれる「学

問」はないのだろうか？　なぜなら現代の学問は、みな自然科学的で、そ

れは生命なき世界のことなら正確に知らしめてくれる。つまり物理学とか

化学のことです。でも、その学問は、生きた事物を解明するには適さない

ことにぶつかっていました。そこで、私は魔術や錬金術の本を読みあさり

ま・した。その中で何人か新しい著作家たちの名前が、くりかえし引きあい

に出されていました。・そしてシュタイナーの名は、ほとんど必ずもちださ

れていた。そこで初めて、私は自分から彼の本を員いました。『歴史兆候学』、

それから『自由の哲学』です。この2冊を読んだのが決定的な出会いで、

以来私はシュタイナーを手放せなくなったのです。■（2）
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この会談によれば、エンデ自ら興味を持ってシュタイナーを読み始めたのは、

エンデが25、6歳の時だったという。その時エンデが特に興味を持ったシュタ

イナーの本は、『歴史兆候学』という本と、『自由の哲学』の本であったという。

とすれば、エンデが自由の問題にrlら進んで取り組むようになったのも、彼が

25、6歳の時からだったということになる。はたせるかな、それはエンデが処女

作『ジム・クノップフ』2部作を世に送り出した31歳の時よりさかのぼること5、

6年も前の頃からだったということになる。

時期についてはそれはそれとして、エンデにとってこの自由の問題がぬきさ

しならぬ問題として浮上してきたのは、彼が心というものに関心を持ち、心を

知るためにいろいろな著作家・思想家の本を読みあさっていた過程においてで

あったという。従って、エンデにとっては自由の問題は、心の問題という大枠

の中の一つの問題だったのである。　　　　　－

では、エンデに「その後の人生でずっとかかえなければならないような問い

をつきつけた」シュタイナーは、どういう思想の持ち主だったのだろうか。シ土

タイナーは1919年に刊行した『社会問題の核心』という著書の中で、1789年に

起きたフランス大革命の標語であった自由、平等、博愛に言及して、次のよう

に述べている。

経済生活上の協力が「博愛」の精神に立脚していることをまずもって理

解する∴第二段階として、純粋に人間関係に基盤をおく社会生活上の権利

関係においては「平等」の理念を実現すべきであろう。そして、社会にお

いて自律的な特性をもつ精神的領域においては「自由」の理念が確立され

なければならない。‾（3）

エンデはシュタイナーの言説・思想をかならずLもすべて鵜呑みにしていた

わけではないけれども、精神活動は自由の下に営まれなければならないし、経

済活動は博愛の精神によって営まれなければならないし、法活動は万人に対し

て平等に営まれなければならないというシュタイナーの思想には完全に同感だっ

たようである。その確信は、彼が65歳で他界するまで、強まっていきこそすれ、

弱まることはなかった。エンデがシュタイナーのこの思想に自ら進んで取り組

むことになった25、6歳の頃は、精神と自由の問題に最も強い関心があって、

政治（法）や経済については比較的、関心が弱かったようであるが、1972年、

彼が43歳の時出版した『モモ』あたりから、経済と博愛の問題にも、批判的な

形を取りながら関心を強めていったようである。とは言っても、心と自由の問

題に対するエンデの関心は薄らいでいくどころか、ますます強まっていったと
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いうことは既に見た通りである。エンデが53歳の時、1982年3月5日と6日の

2日間に渡って、エンデと、政治と芸術との綜合をめざす社会運動家ハンネ・テ

ヒルと、政治家エアハルト・エプラーとの3人で行なわれた鼎談の中で、エン

デは次のように言っている。

エンデ　ぼくらはみんな…フランス革命の三つの理想を心に持っていて、

それを実現したいと思っているようだ。あの、自由、平等、友愛という理

想だ。…統一国家をつくって、そこで三つの理想を可能なかぎり実現しよ

うと考えていたわけだ。そのさい、まったく気づかなかったこと、あるい

は、気づこうとしなかったことがある。それはね、国の使命は、理想を三

つとも実現することじゃなくて＼ひとつだけ実現すればいいってことなん

だ。使命から定義すれば、国とは、法律をつくり、適用しなければならな

い組織なんだ。そしてまた国という組織はたくさんの国民とかかわってい

るので、法律をみんなのものにしなければならない。というわけで国は、

三つのうち二番目の理想、つまり平等しか実践できないんだ。

精神のこととなると、話がちがってくる。

「精神」の場合、厳密に言って問題になるのは、ただひとつ、個人の才

能だけだ。ここでは、どんな一般化もまちがっている。…だが、そんなこ

とをすれば「精神」のほんとうの課題を素通りすることになる。つまりね、

ひとりひとりの才能をそれぞれ伸ばすという課題を避けてしまう。「精神」

にかんしては、自由の理想があてはまる。「精神」は、できるだけ束縛され

ていないことが必要だし、「精神」は各人各様の能力に応じて、それぞれ独

自のかたちに形成されなければならない。第三の理想は友愛だね。…あえ

てぼくは、友愛は近代「経済」に内在している掟である、と主張する。「経

済」にたいして、例の「需要と供給の自由なゲーム」を適用させることは

できない。そうなると「万人の万人に対する戦い」（4）となり、経済的に最も

弱い者がいつも割を食うことになるからだ。…ともかくここでもまたもや、

「経済」の交通整理は国の使命とはいえなくなる。‥・「経済」は、自前の

機関をつくり出さなくちゃならない。国には従属しないものをね。たとえ

ば、独立した消費者共同体とか生産共同体といったような機関だ。こうい

う考えが何に基づいているか、…まず第一にフンボルトの「国家の権力の

限界について」…というエッセイだ。それからね、ルドルフ・シュタイナー

が始めた社会有機体三層化運動の中で、その考えは詳しく論じられ、精密

に練り上げられている。（5）
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本稿では、「自由」の問題に焦点を合わせてエンデの文学作品を読み解いてい

くことたしよう。そこでまず、エンデが25、6歳頃出合い、その後ずっと生涯

の間、彼に抜き差しならぬ問題をつきつけてきた自由の問題のきっかけとなっ

たシュタイナーの『自由の哲学』という本を、エンデとの関係において概観し

てみることにしよう。この本の第Ⅰ章「意識的人間の行動」は、次のような言

葉で書き起こされている。

人間は、思考と行動において精神的に自由な存在なのであろうか、ある

いは純粋に自然法則的な堅固な必然性下にあるのだろうか。この間題に対

して程多くのすぐれた洞察力がそそがれてきた問題は多くはない。人間の

＿意志の自由という理念に関しては、頑固な反対者が多数いたと同様に、熱

烈な支持者もたくさんいた。自由のような明々白々たる事実を否定する人

を道徳的な情熱をこめて偏狭な精神の持ち主だと宣言する人もいる。こう

いう人々に対時して、人間の行動や思考の領域では自然の法則性は通用し

ないと信じている人がいることも事実だけれども、正にそのことはその人

の非科学性の極みであると見ている人々もいる。ここでは、全く同一のも

のが、かたや人類の最も貴重な宝であると宣告され、かたや最もいとわし

い幻影であると宣告されているのである。（6）

まず、ここで提起されているのは、人間対人間の社会領域での自由の問題で

はなく、・個人としての人間の精神と行動の領域での自由の問題である。この領

域において、そもそも人間は自由な存在なのか、それとも自由ではない存在な

のかという、自由についての最も根本的な問題が提起され、ついで、この間題

に関する古来からの人類の叡知がたどりついた結論が客観的に簡潔に紹介され

ている。要するに、一方の人々の結論としては自由は存在する、他方の人々の

結論としては存在しないのである。自由の問題に関して更に進んだ客観的な結

論を筆者として出すとすれば、自由の問題は論理的には解決不可能な問題であ

るといわざるを得ない。自由の問題は、アリストテレスの用語の意味において

典型的なアポリアなのである。

では、理論としてではなく現実として、人間の思考や行動は自由に行なわれ

ているのか、何らかの強制によって行なわれているのか、という現実の意識の

問題としてみれば、今度はその現実の具体的な条件によって、ある人は、ない

しはある場合は、明白に、純粋に、確実に、存在することもあるし、存在しな

いこともある。
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いうまでもなく文学作品は、論理学でもないし、ありのままの現実の純粋な

書き写しでもない。とはいえ、文学作品は論理と無関係でもあり得ない、と同

時に現実と無関係でも．あり得ない。エンデの文学作品の場合、当然のことなが

ら彼自身の生活体験としての現実が確固たる基盤となっている。その上で、エ

ンデの文学作品は、この自由の問題に関しては、シュタイナーの『自由の哲学』

理論と一強い関係を持っているのである。シュタイナーは、精神一元論、特に直

観に基づく自由の存在の主張者である。自由の問題に関しては、エンデはシュ

タイナーに対して強い親近感を持っていたと見ていいであろう。エンデは∴子

安美知子氏との対談の中で次のように語っている。

エンデ　…現代の世界はすべて、因果律的論理の上に構築されています。

テクノロジーは、つねにこの論理の枠内にとどまらなければ機能しません。

…しかし、こと人間となると違ってくるはずです。人間には、原因・結果

の論理だけでは規定しえない面が、はっきりあります。私は、今日の自然

科学の方法による人間像に、断固として異議を唱えます。科学が人間をも

因果論で説明しようとするやり方に－。…

直観が因果関係によって生じてくることは、決してない。不可能なこと

です。ただ、それは無前提に生まれる、という意味ではありませんよ。前

提がない、ということと、因果関係ではない、ということとはよく区別し

ておきましょう。世界のあらゆることがらに、前提はいつもあります。で

もそれは、未来を規定する条件ではない。‥．・因果律を人間にあてはめると

したら、そこには自由が存在しない。そして、人間の中に自由がないとな

ると、創造力も認めないことになります。人間の創造性というのは、いつ

も因果律的束縛なしに、何かまったく新しいものを、自分の中から生み出

すことです。新しい芸術フォルム、新しい理念、新しい行動様式、それを

自分の中から出してくること。そしてまさにその中にこそ、人間の価値が

あると私は思います。これが人間と動物とを区別するものでしょう。…新

たな始まりをつくり出す力こそ、神と人間に共通する力だし、人間の真の

価値なのです。（7）

ここでは引用から省いたけれども、エンデは人間の自由の問題を人間以外の

動物、たとえばミッバチとの対比において論じている。エンデの主張によれば、

動物の行動は完全に本能に束縛されている。本能は自然科学の依拠している因

果律に完全に束縛されている。従って、動物の行動は因果律に完全に束縛され

ており、動物の行動には自由はない。これに対して人間の精神は、決して完全
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に本能に束縛されているのではなく、動物は持っていない「直観」という能力

をも番っている。人間の持っているこの直観は、神の創造力と共通のものであっ

て、決して現代の自然科学の依拠している因果律に束縛されているのではない。

従って、この限りでは人間の精神は現代の自然科学が依拠している■因果律から

自由である。つまり、人間の思考や行動は、現代の自然科学を成り立たしめて

いる因果律によっては、必ずしも完全に束縛されているものではない、という

主張なのである。エンデは、河合隼雄氏との対談の中でも次のように言っている。

エンデ　私は自然科学者たちが、自分たちの自然へのかかわり方を、互

いの関係性の中の一部に過ぎないと認識している限りは、そのかかわり方

を否定しません。同じように人間を自然科学的に扱うことも、否定しませ

ん。けれども、それがすべてだと言ったとき、それに対して私は言います、

あなた方は間違いを犯しているばかりではなく、犯罪をも犯していると。

大脳生理学者が、日々の仕事としては教壇で、すべての人間の意識は電

気化学的なプロセスの総体であると説明する。‥・（8）

これに続いて、エンデは大脳生理学者のこの説に反論する。エンデの主張に

よれば、自然現象である電気化学的なプロセスによって、矛盾なく説明できる

のは、パブロフの犬の条件反射とかミツバチの六角形の巣を作る本能とかの動

物の意識行動のみであって、入鹿が持っているような不死の魂の信仰とか、道

徳観念とか、自由な決断とかいったものはこれによっては説明できない、と言

うのである。人間だけが持っているこれらの意識活動を電気化学的なプロセス

によって説明するのは矛盾である、と言うのである。河合隼雄氏との対談の中

ではこれ以上進んだ考えは述べられていない。動物は持っていなくて人間だけ

が持っているとエンデが言う自由な決断とか、道徳観念とか、不死の魂の信念

などの意識ないしは観念は、電気化学的なプロセスではないと、断固として主

張するだけで、ではそれらは何なのか、ということについては、河合隼雄氏と

の対談の中では何も述べられていない。この河合隼雄氏との対談と、先に引用

した1986年に行なわれたエンデと子安美知子氏との対談を総合して考えてみれ

ば、人間だけが持っている自由な決断とか、道徳概念とか、不死の魂の信念な

どは、自然科学の因果律に束縛されていない彼のいわゆる「直観」に属するも

のである、ということになるのかもしれない。

我々はまた、1982年に行なわれたエンデとエプラーとテヒルとの鼎談の中で、

エンデは、「精神」にかんしては自由の理念が無制限にあてはまる（9）、と主張し

ていることも知っている。他方、伝統的には、精神は理性、感情、意志の主体
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であるとされている。これと、エンデと子安氏との対談を総合すれば、人間の

理性も感情も意志も、自然科学の因果律に束縛されないという結論になる。更

にこれを、エンデと河合氏との対談と総合すれば、人間の理性も感情も意志も、

これらはいずれも■電気化学的なプロセスによって必ずしも完全に説明され得る

ものではない」という結論になる。ところで、現代の科学では、人間の理性活

動（真偽を論証する能力・真偽の判断能力）や、情動（美・快なるものを求め、

醜・不快なるものから遠ざかろうとする情動）や、行動の引き金である意志決

定などは、大脳皮質で行なわれるとされている。とすれば、そしてまたエンデ

の主張とおぼしき結論が正しいとすれば、大脳皮質において理性の活動が行な

われても、情動が強く働いてい＿ても、意志決定が下されても、大脳皮質におい

て発生し、進行している電気化学的なプロセスによって必ずしも完全に束縛さ

れているのではない、という結論になる。とすれば、自然科学の立脚している

因果律に束縛されていないのは、すなわち因果律から自由なのは、とりわけ「直

感」だけであるということではなく、理性も感情も意志もそうであるというこ

とになる。「直感」の特異性は、因果律から自由であるという点にあるのではな

く、神の創造のわざに共通する能力である、という点にあるのだ。

人間以外の動物が持っていない人間特有の創造的能力といえば、1991年にN

HKが企画した「アインシュタイン・ロマン」の取材陣の質問に対して、エン

デが答えた次の言葉も思い出さざるをえない。

子供にとってオアシスたり得る児童文学は、大人にとっ

てもオアシスなのですね。「文明砂漠」の遊びを忘れた大

人たちこそ、もう一度、本当の子供のもつ素晴らしさを

思い起こさせたいのですが。

エンデ　それに必要なのは、創造力ではないでしょうか。人間の創造力

とは人間の「永遠の子供らしさ」そのものです。…

人間における本来の人間らしさとは、この創造的なる能力にあると思い

ます。人間とはこの世で唯一の創造的であり得る生き物なのです。つまり、

本能とか生存規則とかに拘束されていない生き物です。蜜蜂は、突如、六

角形の蜂の巣のかわりに五角形のものをつくることはできません。…

それにひきかえ、人間は際限なく新しい形を作り出せますし、際限なく

新しい概念を考え出すことができます。これが、私がファンタジーをあれ

ほど重要視する理由です。

なぜなら、ファンタジーとは新しい概念を考え出すこと、すでにある概
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念を新しい関連におきかえることにはかならないのですから。つまり創造

力そのものです。（10）

子安氏との対談の中で、「直観」に関して主張されていたことと全く同じこと

が、ここでは「ファンタジー」に関して繰り返し主張されているのである。こ

こでエンデが言っているファンタジーも彼の言う「直観」と同様に、本能（大

脳生理学者が言う電気化学的プロセス）という自然科学的因果律の拘束を受け

ずに、「新しい形を作り出す」能力、あるいは「新しい概念を考え出す」能力の

ことなのである。従ってエンデの言うファンタジーとは、空しい想い、すなわ

ち空想ではなく、新しい形・新しい実像を想い描く力、すなわち想像力という

べきものである。エンデの言うファンタジー（想像力）というのは、直観能力

とならぶもう一つの創造能力なのである。

人間が行動する場合、その行動に方向を与えるのは意志である。人間が考え

ながら、ないしは意識的に行動する場合、その意志に方向を与えるのは、その

人の感情であったり、理性であったり、更にエンデの考えに従えば、創造的な

直観であったり、創造的な想像であったり、いろいろである。創造的な直観に

基づいて意志決定が行われたり、創造的想像に基づいて意志決定が行われ、更

にそういう意志．に基づいて実際に行動が実行される場合、そういう行動は、人

間以外の他の動物には見られない新しい行動であったり、過去のいかなる人間

行動にも類を見なかった新しい行動であるはずだ。実際、時代の進行と共に、

人間はこの種の新しい行動をくり返してきた。人間には、創造的に新しい行動

をする能力・自由がそなわっていると同時に、その新しい行動を規制する新し

い能力・自由、すなわち新しい行動を規制する新しい倫理観、更にこの新しい

倫理観を実践する新しい道徳もそなわっているというのが、エンデの更に踏み

込んだ主張なのである。そして、人間が持っている新しい道徳の創造力を表現

する言葉が、シュタイナーと共にエンデが強調する「モラーリッシェ・ファン

タジー」（道徳的想像力）なのである。エンデの現代文明に対する危機感は、自

然科学偏重の現代文明がこの「モラーリッシェ・ファンタジー」を疎外してい

るという認識にもとづいているのであろう。

自由の存否が問題となるのは、上でエンデが論じているように、精神と因果

律との関係においてのみではない。まず、人間は精神のみで存在しているわけ

ではない。人間は、精神と身体＝肉体との生命的結合体なのである。それ故、

人間と因果との関係で自由の存否を論ずる場合には身体と因果律との関係から

も考察しなければならない可能性はある。しかしエンデは、この局面での自由
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の存否については深入りしようとしない。

更に人間においては、理念と実行能力との関係においても、意志決定と実行

能力との関係においても、自由の存否は問題となるであろう。

以上は個人としての人間にまつわる自由の存否が問題となる局面であるが、

とういう問題を抱えている人間は何らかの他者との関係の中で存在しているの

である。従って、自由は自分と他者との関係においても、その存否が問題にな

る。もしも、「あなたは自由ですか？」とたずねられたとしたら、普通の人々は

まずは自分と他人との関係を考えてみるであろう。

もしその人が、政治に関心のある人ならば、政治権力関係上の自由を考える

であろう。

もしもその人が社会学者ならば、まず自分と社会との関係を考えてみるであ

ろう。

もしもその人が心の病に関心を持っている人ならば、自分と環境との関係や、

過去から現在に到る心の経歴を考えてみるだろう。

あるいは、その人が歴史に関心を持っている人ならば、自分と歴史との関係

を考えてみることであろう。

もしもその人が宗教に関心を持っている人ならば、自分と神仏との関係を考

えてみるであろう。

その他、人は場合によっていろいろなものとの関係の中で生きている。そし

てそれらの関係の中で、「私は束縛されてい■る、不自由だ。」と感じたり、「私は

束縛されていない、自由だ。」と感じたりする。

「自由である」・「自由でない」の問題として、もう一つには主観と客観の問

題がある。「私は束縛されていない、自由だ。」と思っていても、他人から見れ

ば事実として束縛されている場合もある。「自由である」にしても「自由でない」

隼しても、主観と客観が一致している場合もあるし、一致していない場合もある。

以上のように「自由である・自由でない」ということについてただ概念的に

考えるなら、おおまかに考えてみただけでも実に多くの自由の形態があり得る

のである。

では、エンデは、自由をめぐる問題を、あるいは自由そのものを、文学作品

としてどのように描いているのかを見てゆくととにしよう。

Ⅱ．「暗」としての自由

既に検討したように、エンデは自然科学の立脚している因果律からの人間精
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神の自由の断固たる支持者である。それは、彼が25、6歳噴出会ったシュタイ

ナーの『自由の哲学』によって意識化された問題であった。それから死ぬまで

40年間近い間エンデ自身が考えに考え抜き、人生体験を積んでたどり着いたゆ

るがない確信であった。しかしその確信は「人間は自由ではない、人間に自由

はあり得ない」とする彼と反対の立場をとる思想との対決の中で、あるいは自

問自答の中で強められてきた確信であった。それ故、エンデは自由を否定する

人々の論拠もよく知っていたことであろう。自由を否定する思想は、自由を肯

定する思想と同様、文学創作の恰好のテーマとなり得るのである。

『鏡の中の鏡』の中に、「サーカスが燃えている。」という文で始まる短篇が

ある。1938年11月10日の夜の「水晶の夜」のような暴動でも起きたのだろう

か。路上にはたくさんの自動車が乱雑にひっくりかえされていて、その何台か

はまだくすぶっている。路上には割れた窓ガラスが足の踏み場もなく散らばっ

ている。死んだ犬をまたいで、しばらく行くと路上にたまった油の中に烏が死

んで仰向けになって浮かんでいる。サーカスの道化師が、そんな路上を足の踏

み場に窮しながら歩きながら、次のように考える。

おれの存在は不可解でこっけいだ。しかし、おれが自分の決断で自分の

他の存在を選び取ったことなんか一度だってなかった。人は誰だって、現

に今そうである人でしかありえないのだ。自由はいつも未来にあるにすぎ

ない。過去の中に自由を探したって見つかるものではない。誰だって別の

過去を探し出すなんてことは出来ないのだ。現に起きていることはすべて、

そうなるべくしてそうなったものなのである。事後になってみればすべて

は必然的である。前もって考えてみれば必然的なものなど一つだってありや

しない。大切なことは夢から覚めることだ。それにもかかわらず、我々は

自由を追いかける、追いかけることしか出来ないのだ。しかし、自由は蜃

気楼のように、いつも我々の一歩先にある、いつも次の一瞬にある、いつ

も未来にある。そして未来は闇だ、我々の眼の前の通過不可能な享っ異な

壁だ。いやそうではない、未来は我々の両方の眼を串刺しにして侵入して

来て、更に我々の頭脳を刺し貫いているのた。我々は盲なのだ。未来によっ

て盲目にされているのだ。我々は我々の目前にあるものを一度だって見る

ことはない、自分たちの鼻先にぶつかるまで、次の一秒たりとも見ること

は決してない。我々に見えるのは、既に我々が見たものだけだ。というこ

とはつまり、我々には何も見えないということだ。（11）

ここで道化師が考えていることは、次の事である。
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一、過去において、彼自身の自由な決断で彼自身の他の在り方を選び取ったこ

となど、一度だってなかった。つまり、過去においては自由は存在しなかっ

た。

二、現在おきていることはすべて、過去からの必然性によって起きているので

ある。それ故、■　現在においても自由は存在しない。

三、未来には、自由は存在すると我々は思い込んでいる。しかし、未来は永遠

に未来であり、未来に存在する自由は、永遠に未来にしか存在しない。とこ

ろが我々には一秒先の未来も見えない。未来に対しては我々は完全に盲目な

のである。従って、未来に存在する自由など、我々には見えるはずがないの

である。存在すると思っているのは思い込みにすぎない。我々は存在してい

ない自由をあると思いこんでいるにすぎないのだ。それを「存在する」と見

ているのは夢を見ているにすぎない。我々にとって肝心なことは、この夢か

ら覚めることである。

結局のところ、過去においても、現在においても、未来においても、自由は

存在しない、ということが、この道化師の結論なのである。

必然性ないしは運命に束縛されて生きてゆくしかない人間の姿を、客観的に

視覚的に表現しているのが、球の上を走り続けているねずみの姿である。道化

師が、乱雑をきわめた暗い市街をそんな物思いにふけりながら更に歩んで行く

と、・不意に人だかりのしている明るいショーウインドーの前にたどりつく。そ

のショーウインドーの中には、上から糸でつりさげられている＿のでもなく、下

から棒や台で支えられているのでもなく、一つの球が宙に浮かんでいる。そし

て、その球の上にはその球とさほど大きさの違いの‾ない一匹の大ねずみが乗っ

かっている。ところがその球は、そのねずみの意志や決断や選択とかには全く

関係なく、球の勝手ないろいろな方向に、かつその球の勝手な速度で、速くなっ

たり遅くなったりして、回転し続けているのである。その上に乗っかっている

ねずみは、その球から滑り落ちまいとして必死に・なって、球の回転速度と同じ

速度で、そしてその球の回転方向と正確に逆方向へ、走り続けなければならな

いのである。その球の下には、見るも恐ろしい毒虫や蛇どもがうじゃうじゃ、

落ちてくるねずみのごちそうにありつこうとして、毒針をもたげ、口を開けて

舌なめずりをしながら待ちかまえているのである。生きるつもりなら、このね

ずみには、今ある自分の存在とは別の自分の存在を自分の自由な決断で選択す

ることは不可能である。今までもそうであったし、これからもそうなのである。

ひょっとしたら、このねずみは我々人間なのかもしれないのだ。このねずみの
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寓話は、実に見事に人間に自由は存在しないことを描いてレナる。

では、人間の自由な決断の存在を、人間の精神の自由の存在を固く信じてい

るエンデにと、つて、このねずみの寓話は何の意味があるのであろうか。エンデ

は、田村都志夫氏のインタビューに際して次のように言っている。

エンデ　‥ソレドルフ・シュタイナー（の思想）から学んだことの多くは、

私にとってきわめて大切なことですし、生に対する私の考えそのものの、

決定的な礎石なのですが、しかし、芸術に関しては、その限りではない。

シュタイナーの芸術思想は、どうしても私には受け入れることはできない

し、今でも間違いだと思っています。なぜかというと、ひとことで言うな

らば、

「暗黒が欠けている」

と言えるからです。

どの芸術であれ、詩でも、絵画でも、楽しく明朗な絵画でさえ、どこか

暗黒を持っていなければならない。…そうでなければ、明るさにしても何

の値打ちもない。

人智学の絵画をご覧になれば、どれも暗黒が欠けています。そして、そ

のために奇妙に植物的となり、少しばかり血が欠ける感がある。鋭さもな

い。（12）

とすれば、『鏡の中の鏡』の中のサーカスの道化師の考え、すなわち、自由な

決断などは過去にも現在にも未来にも存在しないのだという思想は、エンデの

芸術としての文学における暗黒部分なのである。この暗黒の部分の自由がある

からこそ、エンデの本音の自由、いわば明の部分の自由は、価値を持ち∴鋭さ

を増し、鮮明に輝いて見えてくるのである。この道化師の考えている「自由は

存在しない」という自由は、エンデのいわゆる「暗」としての自由なのである。

では次に、エンデの言う「明」としての自由、つまり本来の意味での自由、

ないしは普通の意味での自由が、エンデの文学作品の中でどのように表現され

ているかを見ていくことにしよう。

なんらかの意味では、あるいはなんらかの程度では、エンデの短篇、長篇を

合わせて数多い作品のほとんどすべての作品において、「自由」は表現されてい

る、ないしはその物語の進展の鍵となっている。自由をその作品の第一テーマ

として、その作品全篇を通して、自由を追求している作品もあるし、他のテー

マを追求しながら、その第一テーマの追求に不可欠な契機として自由が登場し
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ていることもある。あるいは、その作品の主人公の年齢によって、そこで問題

となる自由の種類もおのずと異なってくる。自由の出現形態も正に自由そのも

の、どんな枠組みの中へ入れられることを拒む自由もある、いや、自由という

ものはそういうものであろうけれども、分析の手掛かりとして次の三つの類型

を設けて、それぞれの類型の代表的なものを、エンデの作品の中から探し出し

ていくことにする。

一、離脱志向的自由（～からの自由）

二、帰属志向的自由（～への自由）

三、最終的帰属としての自由（即日的自由）

Ⅲ．離脱志向的自由（束縛からの自由）

人間は、自分の欲望と異なるものに対しては、あるいは自分に苦痛を与える

ものに対しては、忌避的情動を持つ。自分が持っている理念に反するものと直

面した場合にも忌避的な判断を下したり、逃走的行動を取ったりする。自分が

持っている欲望や願望や理念と相容れないものが、向こうから自分へ近づいて

きて、更には服従を強要するに到った場合は、単に忌避的な感情を持ったり、

拒否的な判断を下すだけで、座して動かず静観しているわけにはゆかなくなる。

この場合は、その強制に対して明確に拒否するか、そういう服従を強制するも

のと闘って相手を消滅させて自己の願望や自己の理念の存在を確保するか、さ

もなければとにかくその強制による拘束をまぬがれるために逃走するか、いず

れかの行動を取ることになる。ひとことで、束縛からの自由といっても、場合

によって、離脱、忌避逃走、拒否、闘争、隔絶等、いろいろな形態で物語られ

ている。

1．離脱、忌避・逃走としての自由

忌避し逃走することによって忌避すべきものによる束縛をまぬがれようとす

る主人公の情動や行為は、『モモ』においても『はてしない物語』においても、

各々の物語の重要な部分を占めている。

『モモ』においては、それの第10章「激しい追跡とのんびりした逃走」で、

『はてしない物語』では、菓夜中の12時少しすぎに至るまでの出来事を物語っ

ているこの物語の前半において、各々の主人公が逃走する様子がきわめて手に

汗にざるかたちで物語られている。これについては筆者の先行論文で詳しく紹

介してあるので（13）、本稿では原文を引用して実証的に論証することは差し控え、
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要点を指摘するにとrどめたい。

まず、『モモ』を見てみよう。主人公のモモは、愛を基本とする質的価値の具

現者として天から降ってきたように、いきなりローマ郊外の屋外円形劇場の廃

櫨に住みつく。モモは、10歳くらいの少女であった。モモの持っている「聞．く

能力」は、不思議な能力であっ∴た。モモに話を聞いてもらうだけで、ある人は

自分の心の中に友愛の徳を覚醒させ、またある人はあすへの希望を心の中に呼

び起こし、またある人は自分の仕事に対する信念と喜びを強め、またある人は

創造的な空想力をはばたかせるのである。こうしてモモのまわりには一種の理

想郷が生まれ、徐々に広がっていったのである。心の充実した生活を営んでい

るそん．な社会の中に、ある日、これは今度はまるで地から湧き出たように灰色

の男が姿を現し、徐々にその数を増していったのである。灰色の男は、現代の

テクノロジー社会の量的価値観の権化で、彼らの職業は、彼らが秘密に経営す

る時間貯蓄銀行への時間の貯蓄の勧誘であった。彼らのきわだった能力は、巧

みな話術であった。彼らは、その巧みな話術によって、時間を節約するよう巷

の人々に働きかけ、そしてその節約した時間を彼らが営んでいる時間貯蓄銀行

に預ける契約をとりつけるのである。巷の人々は、いともたやすく言葉たくみ

な灰色の男たちの口車に乗せられて、時間を節約し、その時間を彼ちの時間節

約銀行に預ける契約をしてしまうのである。その契約をした人々は、他人に奉

仕する時間をむだな時間としてはぶいて、その時間も仕事に充てるようになる。

子供たちは空想力豊かに遊ぶことを禁じられ、その時間も勉強するよう強制さ

れるようになる。時間をかけて良心的によい仕事をすることを信念としていた

名人気質の職人たちは、仕事の過程を合理化し、ひたすら工期の＿短縮に努め、

手抜きしてでも多くの成果をあげようとするようをとなる。こうして彼らはひた

すらたくさん仕事をして、たくさんお金をもうけることだけを重んずる仕事ロ

ボットと化し、彼らの生活からは愛も信念も希望も喜びも消えてゆく。巷には

そんな人々がどんどん増えてきたのである。ある日、こともあろうにモモの所

にまで、BLW／553／Cと称する灰色の男がやってきて、時間の節約と貯蓄の

勧誘を始めたのである。灰色の男、BLW／553／Cがモモを説得することは不

可能であった。それどころかこの灰色の男は、モモの不思議な聞く力のとりこ

になって、自分たちの秘密を全部自分から進んで白状してしまったのである。

その灰色の男の告白によると、灰色の男たちの生存の糧は人々が節約して彼ら

の銀行に預けた時間のみである。従って、人々から預かった時間は灰色の男た

ちの存在のために全部消費されてしまうので、預けた人々に返済されることは

ー66－



絶対にない、自分たちが生存し、仲間の数を増やしてゆくためには、人々から

更に多くの時間を騙し取らなければならない、と言うのである。モモにこの秘

密を漏らしてしまったこのBLW／553／Cは、ただちに灰色の男たちの最高

法廷で裁判にかけられ、最重要機密漏洩の罪で、即座に死刑に処せられる。そ

れと同時に、モモを捕らえよ、という総動員令が発せられたのである。それは

真夜中の12時頃であった。その時モモは、郊外の屋外の円形劇場の廃櫨で、な

ぜか眠れない夜をすごしていた。その時、足に何かが触れる気配を感じたので

ある。ふと見ると、それは一匹のカメであった。その名は、カシオペイア、30

分先までのことなら何でも見通すことのできる不思議なカメであった。このカ

メは、人間の時間の管理者マイスター・ホラから、モモを灰色の男たちから救

い出すために派遣されたカメであった。モモはカシオペイアの後について、円

形劇場の廃櫨の住処を抜け出してゆく。ここから灰色の男たちの必死のはげし

い捜索と追跡、それに対するモモののんびりとした、しかし手に汗にざる不思

議な逃走が繰り広げられる。モモは結局、カシオペイアの道案内によって灰色

の男たちの追跡を振り切って、この世ならぬ「どこにもない館」の主マイスター・

ホラのもとへ逃げ込んだのである。こうしてモモは、灰色の男たちの束縛から

の自由を確保したのである。

『モモ』以上の長篇『はてしない物語』の前半分も、主人公バスチアンの逃

走的物語である。バスチアンは、10歳くらいの少年であるが、年齢のわりには

背が低く、エックス脚で顔色の冴えない、見栄えのしない少年であった。肥満

体でのろま、体力も気力も弱く、おまけに落第したことがある程学業成績の振

るわない、ひとことで言って落ちこぼれの少年であった。彼は父親と二人暮ら

しであったが、2人の間には温かみのある愛情の交流はなく、互いに相手の存在

を疎んじ合っているかのような心の触れ合いに乏しい冷え冷えとした家庭であっ

た。バスチアンは、そんな父と家庭に恐怖と苦痛を感じていた。学校では学級

友だちからいじめにあい、心身の苦痛と恐怖に苦しんでいた。学校生活もまた

バスチアンにとっては終身禁固刑に服役しているかのように感じられていた。

ある雨の降りしきる朝、バスチアンが登校して行くと、校門の所でふだんか

らバスチアンをいじめていた恐ろしい級友たちが待ち伏せしていたのである。

ここから、バスチアンの逃走が始まるのである。バスチアンは彼らにつかまら

ないように、走って逃げ出す。そして学校の近くのコレアンダー古書店の中へ

駆け込んだのである。そこで彼は『はてしない物語』という標題の本を見つけ、

抗いがたい魅力にとりつかれて、その本を盗んで店から出たのである。バスチ
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アンは走りながら思った、盗みを働いてしま・つた今では、自分はもう父親の所

へは戻れない、と。こうして彼は父親からも逃走したのである。ハアハア息を

切らせて走っているうちに、気づいてみると自分の学校の前にいた。遅刻であっ

た。校庭にも廊下にも人気はなかった。自分の教室の入口の前に立った。けれ

ども、今さらこの監獄のような教室の中へ入っていく気にはなれなかった。そ

の時、彼は思いついた、僕は初めからこの教室の中にはいなかったのだ、とい

うことにしようと。こうして彼は自分の教室の中からも自分の存在そのものを

脱出させたのである。彼はもう、どこへ行ってもいいよるべのない存在だった。

でも、どこへ行こうか？　この時、バスチアンはひらめいた。そうだ、この学

校の屋根裏の物置部屋へ行こう。こうして彼は誰にも気づかれずに学校の物置

部屋の中へ忍び込んで、中から鍵をかけ、更に念を入れて中側からかんぬきま

でかけてしまったのである。それはその日の朝の9時少し前のことであった。

そこで彼は先程盗んできた『はてしない物語』という本を取り出して、読み始

めたのである。その物語は女王「おさな心の君」の君臨するファンタージエン

国の物語であった。その物語を読み耽っているうちに、バスチアンの心は徐々

にその物語の中へ入って行く。その日の真夜中の12時すぎ、バスチアンはつい

に女王「おさな心の君」の君臨しているファンタージエン国へ行ってしまった

のである。こうしてバスチアンは、恐怖と苦痛に満ち満ちている現実の世界か

ら身も心もファンタージエン国という異界へ逃避してしま’ったのである。こう

してバスチアンは、現実世界の恐怖と苦痛の束縛から逃れたのである。つまり

一種の離脱的自由を実現したのである。

2．拒否という形態の自由

この形態の自由は『モモ』の後半において、灰色の男たちに対するモモの態

度によって実現されている。逃走という形態の自由のところで述べたように、

モモは灰色の男たちの追跡を振り切って、マイスター・・ホラの館へ逃れていっ

た。そこでモモは、人間の時間が大宇宙のどこをどんな形をとって流れていく

のかを全部見せてもらったのである。死んだ人間の時間は、大宇宙の一番高い

所へ還流して行き、そこで黄金の光・大宇宙の音楽となる。その黄金の光は黄

金のドームの下の池に差し込むと、筆舌を絶する程美しい時間の花となって、

その池の水の中から生え出てくるのである。その時間の花はマイスター・ホラ

の「どこにもない館」に保管されて、あらかじめ定められている人々へ配送さ

れるのである。人間に配送された時間の花は、人間に受け取られるとその人の
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日常の生活時間となる。モモは、この美しい時間の秘密を人間界め友人たちに

語って聞かせてやりたいと言う。しかし、それができるようになるためには、

1年間の時間をかけて機の熟するのを待たなければならないと、マイスター・ホ

ラは言う。こうしてモモは、マイスター・ホラの館で1年間の眠りについたの

である。モモが眠りから覚めてみると、そこはもとのローマ郊外の屋外円形劇

場の廃櫨であった。しかし、人間達の世界は1年前とは全然違っていた。第一、

いくら待っても、あんなに親しかった友だちのうちの一人として、訪ねて来る

者はいないのである。そこでモモは、自分から最も親しかった友人たちを訪ね

て行った。ところが今では、ニノもニコラもジジさえも、落ち着いてモモと語

り合う暇もなく、仕事ロボットのように働きづめである。子供たちは「子供の

家」に収容され、強制的に勉強させられるだけで、昔のように自由に遊ぶゆと

りは与えられていなかった。道路掃除のベッポは行方不明であった。みんな灰

色の男たちに心を征服されてしまっていたのである。こんな時、灰色の男たち

はまたもやモモの前に現れて今夜とりひきをしよう、と持ちかけてきたのであ

る。はじめは恐ろしいばかりであった。灰色の男たちから身を隠したい一心で、

街の人混みの中に紛れ込んであてどもなく歩きまわっているうちに、とうとう

夜になった∴あとは、どこをどう歩いたのか、モモにもわからない。心身の疲

労が極度に達した時、不思議にもモモの度胸が定まったのである。今、友人た

ちを救い出せるのは自分以外には誰もいない、ここで逃げてはいけない、否、

むしろどうしても灰色の男たちに会わなくてはならない、という気に変わった

のである。モモは人気の全然ない広い空き地の真ん中に、一人、立っていた。

遠くから真夜中の時を知らせる鐘の音が聞こえてきた。その時、その空き地に

通じる四方の道路から自動車のライトが迫ってきた。たちまち自動車の数はど

んどん増え、バンパーとバンパーが触れ合う程密集して、モモを中心に置いて、

モモを遠巻きにしてしまったのである。モモは、どこを向いても自動車のヘッ

ドライトに真正面から照らし出され、目がくらんで何も見えない。しかし、・そ

の背後の闇の中には、無数の灰色の男たちがうごめいている気配が伝わってく

る。闇の中から灰色の男たちは言う。もう俺たちは、人間一人ひとりから、一

分、一時間とこまごまと時間を奪い取る仕事にはうんざりした。人間の時間を

まるごと手に入れたい。そのために、マイスター・ホラと会いたいのだ。マイ

スター・ホラの館へ案内しろ、案内してくれれば、おまえにおまえの友人を全

員返してやる、と言うのである。モモは、灰色の男たちの冷気にさらされて気

を失いかけながらも気力をふりしぼって答える。
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「たとえ案内することができるとしても、私は案内なんかしないわ。」（14）

誠に勇気ある決断である。拒絶も自由の一形態なのである。

3．闘争という形態の自由

モモと灰色の男たちとの決戦は、このモモの包囲事件に続いて起きる。

またしてもモモを屈服させることができなかった灰色の男たちは、戦術を変

えてモモに隠れてモモを見張り、ひそかに尾行することにしたのである。この

戦術は図に当たった。灰色の男たちが表向き包囲を解いて退散したかに見せか

けると、再びカシオペイアがモモの前に現れ、今夜モモはマイスター・ホラの

館へ行くことになっている、と言うのである。今回は灰色の男たちの姿におび

えることもなく夜の市街路をぬけて、例の「一度もない小路」にたどり着いた

のである。この小路を進むためにモモが後ろ向きになると、驚いたことに何と

彼女の後ろには灰色の男たちの大群が後をつけて来ていたのである。モモとカ

シオペイアはマイスター・ホラの館へ入ることはできるけれども、灰色の男た

ちは本質的にマイスター・ホラの館に入ることはできないのである。しかし、

今度こそは灰色の男たちはマイスター・ホラの館のありかだけはつきとめるこ

とができたのである。今度はおびただしい数の灰色の男たちはマイスター・ホ

ラの館を幾重にも包囲して、離れようとしない。彼らは命を支えるために盗ん

だ時間の花の葉巻を絶えずふかしているので、彼らの葉巻から立ちのぼる煙で、

マイスター・ホラの館はすっぽりと包まれてしまう。こうなると、マイスター・

ホラが人々に配る時間もこの煙に毒されて、それをもらった人々はことごとく

「致死的退屈症」（15）にかかってしまう、というのだ。ここでついに、マイスター・

ホラは灰色の男たちの撲滅を決意する。マイスター・ホラが立てた戦略を実行

できるのはモモしかいないのである。ホラの戦略によると、彼は1時間だけし

か咲いていない一輪の時間の花をモモにだけ与え、他の人々に対する時間の供

給は一切停止して、ホラ自身は眠りにつく、というのである。モモは、この一

時間の間に人間界へ行って、まず、灰色の男たちが人々から盗み取ってきた時

間を蓄えておく貯蔵庫のあり場所を探し出さなければならない。次に、その貯

蔵庫の扉を閉めることによって灰色の男たちの生存の糧となっている死んだ時

間の花の葉巻の補給路を断ち、灰色の男たちを1人残らず消滅に到らしめなけ

ればならない。更にそれから、再びその時間の貯蔵庫の扉を開けて、灰色の男

たちによって盗まれた時間を全部解放して、元々の持ち主へ返してやらなけれ

ばならない。そうすればマイスター・ホラは再び目を覚まして、人々に時間の
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花を供給する仕事を再び開始する。これだけの仕事をたった一時間で、しかも

モモ1人で完全に全部やり遂げなければならない、というのである。これに失

敗すると、マイスター・ホラは永遠に眠りについたまま、二度と目覚めること

はない。そうなれば人間に対する時間の供給も永遠に停止してしまう。宇宙の

時間の循環は停止して、すべては永遠に死に絶えてしまうというのである。マ

イスター・ホラはこう説明したうえで、モモにこの大役を引き受けてくれるか、

とたずねる。モモは決意して、この仕事を引き受ける。モモと灰色の男たちと

の戦いは、『モモ』の第20章で展開されている。灰色の男たちの束縛からの自

由は、最後的には、戦闘によって勝ち取られたのである。

4．隔　絶

この形態の自由の好例は、『自由の牢獄』の冒頭の短篇「遠い旅路の目的地」

に見ることができる。

この物語の主人公はイギリスの貴族、シリル・アバーコンビイである。シリ

ルの父バジル・アバーコンビイ卿は、外交官としてヴィクトリア女王陛下に仕

えていた。外交官としての父の仕事は特別任務であったため、2カ月と同一の都

市にとどまることはなく、いつも大都市から大都市への旅の連続であった。シ

リルは生まれてからこの方、常に父と共に旅をしていたため、8歳くらいになっ

た頃にはヨーロッパ大陸の大ホテルなら全部知っていたし、近東の大ホテルも

大部分知っていた。シリルの母レディ・オリヴイアは、シリルが生まれてまだ

2、3カ月にもならない噴、父の言うには、辻バイオリン弾きと駆け落ちしたの

だそうである。それ故、シリルは母の面影はおろか母親の愛情を知らないで育っ

たのである。旅に明け暮れるシリルの養育を務めていたのは、家庭教師として

雇われていた未婚の中年女性ミス・ツイツグルと、卿の執事のヘンリー、それ

から卿の個人秘書として雇われていた若者アシュリー、この3人であった。

シリルは、その顔立ちからして人の好感を呼ぶような子供ではなかった。頭

髪は麦わら色、目は出目で生気がなく、口唇は不満げで厚ぼったく、あごは異

常に長かった。それに何といっても子供として奇妙だったのは、シリルの表情

には感情の動きというものが全く見られないということだった。では、彼の性

格はどうだったのか。

これは勿論誇張ではあるが、シリルの性格には確かに、彼と関係がある

者なら誰もが一様に感じ、カ干つ一様に驚く、何かがあった。それは、彼の
極端な意志力であった。（16）
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その後もずうーつと、父と共に抹また旅の生活の中でシリルは大きくなって

いった。不思議というべきか、当然というべきか、シリル少年には郷愁の感情

は全くなかった。

シリルが12歳になって間もない噴、イギリスの故郷で一人暮らしをしていた

母オリヴイアが死亡したという電報が届いた。父と息子は即刻南エセックスへ

発ち、葬儀に立ち合った。シリルが彼の故郷である英国の地を踏んだのはこれ

が初めてであった。当然、シリルには故郷に帰る喜びなどは全くなかった。葬

儀の後、シリルは父に連れられて、アバーコムビイ一族の居城クレイストーン・

マナー城へ行った。その城は国際級ホテルと比べれば生活の快適さなど皆無に

等しく、シリルはこの城に親しみを感じるどころか、落胆を感じただけであっ

た。

不貞の妻が亡くなった今では、息子シリルを憎き不貞の妻から切り離すため

に旅から旅へと絶えず連れて歩く必要もなくなったので、父は彼を英国の名門

校Eカレッジへ入学させた。シリルは、優等生でEカレッジを卒業した後、上

流階級の子弟にふさわしく0大学に入学して哲学と歴史学を学び始めた。■それ

から幾学期も経っていない頃、21歳の誕生日の直後、父バジル・アバーコムビイ

卿が、狐狩りの途中で不運な事故のため死亡してしまったのである。こうして、

シリル・アバーコムビイは父の爵位と父の遺産すべてのみならず、母オリヴイ

ア家の総遺産をもあわせて相続することになったのである。ところがシリルは、一

父の葬儀の一切をアバーコムビイ家の顧問弁護士のソーン氏にまかせ、父の葬

儀には顔も出さずに早々に放浪の旅に出てしまったのである。それだけではな

く、葬儀の話も上の空で、シリルはソーン氏に彼が相続した遺産すべてを直ち

に売却するよう命じたのである。彼はイギリス国民からは、恥知らずの売国奴

と避難された。こうして若きシリル・アバーコムビイは、世界の大富豪100人

のうちの1人に数えられる大富豪となったのである。

その後10年間、シリルは、ヨーロッパのみならず、文字通り世界中、定住を

知らぬ放浪の日々を送り続けた。その間、彼の旅のお供をしたのは、彼が香港

でアヘシのシンジケートのボスから買い取った王という名の男1人であった。

今では彼の名は彼の持ち前の無作法が災いして、社交界からはほとんど忘れら

れていた。否、思い出す人がいたとしても、敬遠した。

しかし、シリルがたまたまフランクフルトに滞在していた時、彼に運命の転

機が訪れたのである。彼は、成り上がり者のフランクフルトの商工業顧問官ヤー

コブ・フォン・エルシュルの主催する「芸術と音楽の友が集う会」へ招待され
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たのである。その会の席上、顧問官は来客をもてなすために、彼らを彼の画廊

に案内した。シリルは「遠い旅路の目的地」と題する1枚の絵の前で、自他を

忘れて茫然として立ちつくし、涙を流して、見つめていた。

描かれているのは岩石の砂漠であった。漆黒の夜空には月も星も見あた

らないにもかかわらず、こうこうたる月光に照らされていた。前景には広々

とした谷が描かれていて、その谷は背景の奇怪な山並みに遮られていた。

そしてその谷の中央には、無数の洞穴や裂け目だらけのキノコのような形

をした巨大な岩柱がそそり立っていた。このガラスのような岩塊には上の

方へ登る小道はなかった。はしごもなかったし、階段もなかった。谷底と

頂上の台地とを結ぶエレベーターといったものは何一つなかった。そして、

その頂上の台地には、無数の小さな塔や小さな円屋根、無数の出窓やバル

コニーなどを備えた乳白色っぽいうす紅色に輝く半透明の月長石でできて

いる夢のような宮殿がそそり立っていた。…その宮殿の窓という窓はすべ

て僅々と明るく輝き、その宮殿の内部ではさんさんたる燈火の下で、にぎ

にぎしく宴会が催されているかのようであった。しかし、見える人影は1人

きりであった。その人影は、閉めきられたままになっているこの宮殿の正

面入口のすぐ上にある窓枠の中に立っていた。その人影は、歓迎の意をあ

らわすためか、それとも拒絶の意をあらわすためか、片手をあげていた。（17）

シリルがこの絵の前に立ちつくして涙を流している甲に気づいたヤーコブ・

フォン・エルシュルの娘イゾルデ嬢は、横からやさしく声をかける。

「でも－どうなさいましたの、閣下？　－涙が…」（18）

この「遠い旅路の目的地」と題する1枚の絵とシリルとの出会いは、シリル

にとって運命の出会いとなり、同時に、この絵の前でのシリルとイゾルデとの

出会いは、イゾルデにとっても運命の出会いとなったのである。イゾルデはこ

の瞬間、シリルは天から落ちた天使であり、ルシウァーのように孤独の万年氷

河に閉じ込められ、女の愛の力で救い出されるのを待っているかわそうな人な

のだと、見抜いたのである。そして、このかわいそうな人を救い出すことがで

きるのは、たとえどんなに大きな犠牲を伴うことになろうとも、自分をおいて

他にはいない、と決意したのである。

他方、シリルはこの絵を見た瞬間、彼の胸の内に長い間眠っていた持ち前の

強烈な意志力が目を覚まし、その彼の意志はいかなる代償を払ってでもこの絵

を手に入れる、という1点に目的を定めたのである。

まずシリルは、フォン・エルシュル氏に手紙をしたため、「遠い旅路の目的地」
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という絵の購入を申し入れた。その申し入れ方は、シリル流の礼を失した命令

口調のものだった。その非礼に憤慨したフォン・エルシ土ル氏は、いかなる高

値で申し込まれようとも、シリルなんかにはこの絵はおろかいかなる絵たりと

も渡すまいと決心した。それ故、シリルが何度、法外な高値をつけて購入を申

し込んでも、返事さえこなくなった。シリルはやむなく他の手を考えざるを得

なくなった。シリルは、もはや手段の善し悪しを問わず、あの手この手を考え

た。しかし、どれも現実には到らなかった。

ことは、シリルの予期せぬところから動き出したのである。シリルが再びフ

ランクフルトのホテル・ツーム・レーマ一に戻ってみると一通の手紙が届いて

いたのである。そ叫まイゾルデ嬢からの恋文であった。それから二人は人目を

忍んで逢瀬を重ねた。やがてイゾルデは、乙女の愛の証の中でも最も大切なも

のをシリルに捧げた。更にシリルは、イゾルデに家の鍵を全部持って来るよう

要求したのである。それだけがシリルがイゾルデに近づいた唯一の目的だった。

その夜が、シリルとイゾルデの逢い引きの最後の夜となった。

その明くる日にはシリルはもうナポリにいた。シリルは、イゾルデが持って

来た鍵のろう型から作った合い鍵を美術品泥棒の名人た渡して、フォン・エル

シュル邸から、あの「遠い旅路の目的地」という絵を盗んで持って来てくれと、

依頼したのである。その盗みは成功した。シリルはついに、あの「遠い旅路の

目的地」という絵を手に入れたのである。但し、この盗みには計算外の出来事

を伴っていた。その名人が言うには、不運にも盗みの現場でフォン・エルシュ

ル氏に見つかり、殺す気はなかったけれども彼を殺す結果になってしまった。

その数日後、イゾルデはマイン川に身を投げて自殺した。検死の結果、彼女の

お腹の中には子供が宿っていた。更にその後、彼女の母親は精神病院に入って、

今も．入院中である、というのである。それを聞いてもシリルは、悲しみどころ

か、ほとんど何の感情さえ示さなかった。

その後、シリルは放浪を続けながら一人ひそかに、その絵を毎日のように見

つめていた。シリルは45歳になっていた。シリルがヴェネツィアに滞在してい

た時のことであった。彼はある不思議な老人の店に迷い込んでしまった。その

老人が言うには、この地球上には人間がまだ創っていない空白が存在するとい

うのである。そして、地球儀を回して、好きな空白地点を探して選べという。

シリルの目にとまった所は、ヒンドゥークシュ山脈の真っ只中であった。この

店の入口のドアの上に書いてあるヘブライ文字の意味をたずねると、それは「さ

がせ、さらば見出すであろう」（19）という意味だというのである。これが、シリル
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の運命を最終的に決定するものとなった。シリルは「遠い旅路の目的地」こそ

は、このヒンドゥヤクシュ山脈の真っ只中の空白地の未来の記憶（20）を描いたも

のに違いない、と確信したのである。そして自分の人生の最終的目的地はここ、

と決めたのである。

・それから半年間、シリル・アバーコムビィは、ヒンドゥークシュ探検の入念

な準備に没頭した。彼の探検を噂で聞いて多くの人々が彼のところへやってき

た。彼はそれらの人々と面接して、その中から3人の随行者を選んだ。登山技

術の第一人者トールヴァルトインド、パキスタン、モンゴルの言語、20種あ

まりの方言を自由に使いこなすブロンスキー教授、それと画革のメルケル。こ

の3人と王、そして自分。この5人の一行はまずハイデラバードへ向かって旅

立った。更に、イ不ラマバードへ。ここでは3カ月をかけて、16人の人夫やシェ

ルパを雇い、24頭のラバにテントや装備や食料を積んで、いよいよ探検へと．出

発した。途中、狼の群に襲われて、7人の人夫と13頭のラバを失った。やっと

チラスという名のトたった数軒からなる山岳村落にたどりついた。ここで画家

のメルケルは亡くなった。隊員は全員、シリルに探検の中止を進言した。しか

しシリルはここで数日休息した後、出発を命じた。ティリッヒ・ミールの方角

へ旅を進めていた途中、雪崩に飲み込まれて3人の人夫と5感のラバを失った。

その夜、生き残ったシェルパと人夫は密かに話し合い、予告もせず、ラバ3頭

を残して、全員逃げ帰ってしまった。その3日後、4人は屏風岩にさしかかった。

シリルは、ここでラバを全部射殺した。この屏風岩を登る途中で、ブロンスキー

が滑落死し、・ト「ルヴァルトもその道連れになった。岩壁を横断しきると、広々

とした雪の斜面が広がっていた。雪は深く、全身が沈んでしまう程だ‾った。こ

こで、王はついにカつきて死んでしまった。ついに、シリルに付き従う者は、

一人もいなくなってしまったのである。

それから、‾どれだけ夜が明け、日が暮れたか、シリルでさえ忘れてしまった。

ある日、シリルは輪のように連なる山並みの尾根にたどりつき、山間の広々と

した盆地を見下ろしていた。その盆地には雪はなく、、その中央には巨大な岩柱

がそそり立っていた。そしてその岩柱の頂上の台地には、ほのかな光に包まれ

た宮殿がそそり立っていたのである。今、シリルの目前にそそり立っているこ

の宮殿は、あの「遠い旅路の目的地」と題する絵に描かれていた宮殿と全く同

じ宮殿であった。シリルはついに、自分の「空自地点」を発見したのである。

シリルは尾根から盆地へ降り、岩柱のふもとにたどりついた。今やシリルには

身体の感覚は全くなくなっていた。しかしここから、1センチ、また1センチと、
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シリルの最後のあり得ない登頂が始まったのである。

それから72年後のことであった。数人の貴金石商人が商隊を組んでチトラー

ルからサラッド峠を越え、コロークへ出て、更に西方のフェイザバードへ向かっ

ていた。途中、険しい高山に差し掛かったところで予定のコ⊥スからそれてし

まった。余儀なく回り道をしていた途中、奥地の谷間でほぼ円形の盆地を発見

した。・その中央には、きのこの形をした巨大な岩柱がそびえ立っていた。その

頂上には、たくさんの塔をそなえた虹色に輝く月長石でできている宮殿を見つ

けたのである。もう日も暮れていたので輪状に連なる山並みの上で夜営のテン

トを張らざるを得なかったというのである。彼らの話によると、

その夜は夜通し、その宮殿の窓という窓からは、その内部でにぎにぎしく

宴会が行われているかのように、燈々とあかりが漏れていた。しかし、・彼

らに見えた人影■はたった一つきりで、それは閉ざされた入口のドアの上の

窓枠の中に立っているたった一人の人の黒いシルエットだけであった。そ

の人影は、歓迎の意を表すためなのか、それとも拒絶の意を奉すためなの

か、片手を挙げていた、というのである。（21）

これらの商人たちが見たのは、シリル・アバーコムビイのシルエットだった

ということにしよう。シリルは、父をも母をも捨てた。先祖から受け継いだ財

産も爵位も捨てた。イゾルデにはらませた自分の子種も、母子もろとも死に到

らしめた。そして最後まで彼に付き従ってきた人々をも、王をさえも、全員死

に到らしめた。シリルは、三世の一切を捨てたのである。つまり、三世の一切

の束縛から完全に脱出し、自由になったのである。しかもシリルが到達した所

は、全人到達不可能な隔絶された地上の「空虚な空白点」だったのである。彼

はいノったい何の意志を表す目的で片手を挙げていたのだろうか、だって？・「歓

迎の意を表すためなのか、それとも拒絶の意を表すためなのか」だって？無

論、これは拒絶の意思表示のポーズなのである。その証拠に、彼の宮殿の入口

のドアは閉めきられているではないか。ここではシリルを束縛する人は一人も

いないし、彼を束縛するこの世のしがらみは、何一つ存在しない。シリル・ア

バーコムビイが到達した自由は、一種の最も純粋な自由の一つである。しかし、

これは全身の血も凍るような自由である。

Ⅳ．帰属志向的自由

しかし、通常人間は、シリル・アバーコムビィが到達したような、他人との

完全な隔絶状態では、つまり完全な社会的孤立状態では生きられるものではな
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い。そして、完全な精神的孤独の中でも生きられるものではない。そういう状

態の中では少なくとも満ち足りた気持で安定した精神状態で生きられるもので

はない。人間は孤独に苦しみ、耐えられないものである。また人間は、無でも

な■い空でもない全く無記の「空虚な空白」（weiBundleer（22））地点では、しか

も、最終的な目的地として到達された空虚な空白地点では、充実して生きるこ

とはできないはずだ。ここには、もはや生きる目標も、生きる拠り所としての

価値も空虚で空白だからだ。人間は本能的な欲求を充足するだけで満足するも

のではない。いや、ここには、その本能的欲求を充足する術さえないはずだ。

他の動物と違って人間は、更にその上、生きる意味づけ・精神的な価値づけを

要求するものなのである。そしてこの精神的な価値づけが、生きる意志に方向

を与えるものなのである。こうして人間は、自由から自由へ、はてしない放浪

の旅へ旅立つのである。

エーリッヒ・フロムは次のように述べている。

…すなわち、自己を自然や他人とは違うものとして意識することによっ

て、あるいは、ぼんやりとではあれ、死や病や老衰を意識することによっ

て、宇宙と比較してそしてまた「自分」でないものすべてと比較して、自

分の無意味さや小ささを必然的に感じざるを得ない。そこで彼は、何かに

帰属しない限り、彼の生活が何らかの意味や方向を持っていない限り、彼

は自分を塵の一粒のように感じ、自分の個人としての無意味さに圧倒され

ることになるであろう。（23）

そこで人間は、孤立状態から抜け出そうとあがき、自分の生活に意味を与えよ

うともがくものなのである。しかし、こうして人間は、再び自由を喪失していく。

人間や自然との原初的な一体性からの脱出という意味の自由を多く持てば

多く持つ程、より完全に一個人になりきればなりきる程、人間には次の二

つの道のうちいずれか一つの道しか残されていないことになるのである。

すなわち、自発的に愛することによって世界と自分自身を結合したり、生

産的な仕事をすることによって世界と自分とを結合する道を行くか、さも

＿なければ、自分の自由を破壊する世界と自分を結合することによって安心

感を探し求めたり、個としての自我の統一性を破壊する世界と自分を結合

する道をたどるか、この二つに一つしか残されていないのである。（24）

というわけで、自由を求めて従来の人々との絆を断ち切ったり、旧来の生活

原理を否定したりしても、そこに待っているものは耐えがたい孤独地獄や無意

味地獄だけなのである。時として、この自由な孤独の苦痛は、束縛される不日
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由の苦痛よりも、もっと大きいこともあるものなのである。人間は通常、この

孤独には耐えられない。当然エンデの作品の中でも、自由の実現を追求しなが

らこの孤独地獄の中に陥って苦しむ姿は、多々出現している。『はてしない物語』

の主人公バスチアンも、彼の長い旅路のあちこちでこの孤独に苦しんでいる。

バスチアンは、授かりもしていないファンタージエン国の帝王の玉座につこう

として、即位式を強行する。しかしその即位式の最中、親友アトレーユが反乱

を起こし、軍勢を率いてせめのぼってくる。との戦闘で玉座は打ち砕かれ、エ

ルフェンパイン塔はモクレン宮もろとも炎につつまれ灰塵に帰する。逆上した

バスチアンは、アトレーユを追撃しようとしてやみくもに闇の中へ突入してい

く。この時にはすでに、バスチアンの後に続く部下は一人もいない。その翌朝、

バスチアンは「もと帝王たちの都」にたどり着き、そこで初めてアトレーユの

忠告の意味を理解し、本来の自分の世界へ帰るための出口を求めて、「もと帝王

たちの都」を脱出する。天涯孤独となって荒野をさすらいながらバスチアンは

焼け付くような孤独地獄に苦しむ。

幾日も、幾夜も、彼は孤独にさまよい続けた。そうこうしているうちにそ

の孤独に耐えかねて彼は願った。もうなんでもいいから仲間に入れて欲し

い、どんなグループでもいいから受け入れて欲しい、君主としてでなくて

もいい、勝利者としてでなくてもいい、あるいはおおよそなにか特別な者

としてなんかでなくてもいい、そういう者としてではなく、他の人々と同

じただの人としてでいいから受け入れて欲しい、一番小さな者としてでも

．いい、最もとるにたりない者としてでもいい、けれどもそれに所属してい

るということが自明の理で、その仲間の一員になりきっている者として、

どんなグループにでもいいからとにかくグループの中に受け入れて欲しい、

と願った。（25）

自分が所属していたグループの中から放り出された者が味わう孤独の苦しみ

は、『自由の牢獄』の中の「ミスライムのカタコンベ」の中でも述べられている。

ミスライムのカタコンベは、いわば一つの宇宙なのである。そのカタコンベ系

の宇宙の住人は、「影の民」と呼ばれている。影の民は、このカタコ．ンベ系の宇

宙の外に出る■ことはそもそも不可能なことであるから、自分たちの宇宙の外の

世界は知るよしもない。彼らを操っているのは、カタコンベ系宇宙の法則とも

言うべき「長」と呼ばれているベヒモートという名の大司令官の声である。大

司令官の声は必然であり、このカタコンベ系宇宙に遍在している。
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ところがある夜、影の民の一人イヴリイが、イヴリイ一人だけが†眠りの中

である記憶に目覚めてしまったのである。その覚醒の中で、イヴリイはカタコ

ンベの岩壁にうがたれた窓を見つけ、そしてその窓を通してカタコンベ系の外

の世界を見てしまったのである。元来、カタコンベには窓は一つもない。そこ

でイヴリイは、壁に窓を描けば、その窓を通してカタコンベ系宇宙の外の世界

を見ることができるのではないかという希望に駆りたてられて、独裁者ベヒモー

トの「眠れ」という命令にさからって、夜な夜な一人ひそかにカタコンベの岩

の壁にチョークで窓を描き続けたのである。勿論、それによって外の世界を見

ることはできなかった。それでもイヴリイはベヒモートの命令にさからって窓

を描き続けた。ついにイヴリイはベヒモートの怒りにふれて影の民としての存

在の剥奪を宣告される。

おまえはもはや影の民には属していないのだ。今からは、おまえはもはや

何でもない。（26）

それからというもの、イヴリイにはそれ以後長い間、大司令官の声は聞こえ

なくなった。イヴリイの食糧は用意されてはいなかった。きのうまでのイヴリイ

のベッドには全然知らぬ影の民が眠っているようになった。それどころか、イ

ヴリイがどう叫んでも、何をしても、影の民の誰一人として、イヴリイの存在

に気づく者はいなくなったのである。

いったい自分は何をすればいいのか。彼を指図する声はもう聞こえないの

だから、彼は自分で自分のやる仕事をきめ、自分で目標を定めなければな

らなかった。彼は途方に暮れた。彼がその力を身につけるまでには、長い

時間がかかった。そんなことは初めてのことだったので、まず最初は彼が

苦しまなければならなかったあは、彼の孤独感であった。まるで、目には

見えない、しかし通り抜けることのできない、空間に隔てられているかの

ように、彼は、他の影の民と完全に隔てられていた。彼ははじめて大きな

悲しみを味わった。（27）

というわけで、人間はこの孤独であることの苦しみと悲しみに耐えかねて、

他者への帰属を願望したり、他の新しい価値に帰属することを願ったりして、

新たな動きを起こすのである。

本稿では、人間の精神の自由を論題としているので、主として小脳がつかさ

どっているパブロフの犬の条件反射的な動きや、純粋に本能的な行動は論外と

しよう。大脳皮質の関与する人間特有の行動の場合、その行動は意志決定によ

り方向づけられる。更にその意志決定は、愛憎・好悪などの情動によって方向
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づけられる場合もあるし、真偽の判断・論証能力としての理性によって方向づ

けられる場合もあるし、エンデ特有の考え方であるが、神の創造力と共通な直

観によって方向づけられる場合もある。結局は、人間の行動は、精神のどの能

力によって方向づけられているかに従ってその人の実現する自由も特徴づけら

れることになる。

1．情動的帰属志向としての自由

情動は愛と憎の二つに大別される。憎悪または愛の欠如によって方向づけら

れた他者との帰属関係は、更に二つに分けられる。その一つは、他者を自己に

従わせる方向で自他の帰属関係が構築される。これの極端な場合はサディスティッ

クな帰属関係になる。もう一つは、自ら進んで自己を他者に従属させる方向で

自他の帰属関係が構築される。これの極端な場合は、マゾヒスティックな帰属

関係になる。エーリツヒ・フロムによれば、サディスティックな人間関係もマ

ゾヒスティックな人間関係も、愛する能力の欠如という点では共通しているの

だと言う。

（1）愛に方向づけられた帰属志向

愛に方向づけられた人と人との帰属関係は、エンデが人間の最も理想的な人

間関係と見なしていたものであることは、まず間違いは寧いであろう。『ジム・

クノップフと荒くれ13』の主人公ジムの基本的性格は愛である。昔、ミュレン王

子（実はこれがジムの本当の名前であり、本当の身分である）が「荒くれ13」

と自称する海賊たちによって荒れ狂う海から拾い上げられて救われた時、ミュ

レン王子の肌身にそえられていた黄金の筒の中に入れてあった羊皮紙には、次

の文言が書かれてあったのである。

この子を救い、愛をもって受け入れた者には、この子はいつかその者の善

意に対して王者の慈愛をもって報いるであろう。‥・（28）

他人から受けた善意に対しては、王者としてふさわしい仕方で報いる、愛に

は愛をもって報いる、というのがジムの性格の本質である。ジム、すなわち後

のミュレン王によって統治されて栄えたジムバラ国は、ジムの愛によって結ばれ

た人々の国であった。ジムの行動は常に愛によって方向づけられていたのである。

『モモ』の主人公モモの性格の本質も愛であった。巷の人々を征服した灰色

の男たちは、？いにモモの前にまで姿を現したのである。モモを説得しようと

してモモの前に姿を現した灰色の男「ナンバーBLW／553／C」はまず手始

めに、通常の子供ならわけもなく誘惑することができる美しい人形で気を引こ
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うとする。普通の子供とちがってさっぱりその手にのってこないモモに対して、

BLW／553／Cは、むきになって打算的で合理的な理屈をならべたて、モモを

説得しようとする。彼がまくしたてる理屈を聞いているうちに、さすがのモモ

もだんだん自信がなくなってきて、ひょっとしたら、この男の言う通りではな

いのかしら、と迷い始める。モモの心の動揺を見透かして、とどめをさそうと

するかのように、BLW／553／Cは、モモに脅しをかける。絶体絶命になった

かのように見えたモモは、唖然とするような最後の逆襲に出る。

「それじゃ、あなたのことを好いてくれる人はひとりもいないの？」（29）

この灰色の男の論理を超えたモモのこの一言、しかも、灰色の男の最大の致

命的な弱点を図星■で突いたモモのこの一言の逆襲にあって、攻守逆転、灰色の

男BLW／553／Cはガックリと肩を落とし、完全に平常心を失ってしまった

のである。モモがこの一言で言わんと．していることは、この世で一番大切な価

値は愛だということである。これこそは灰色の男たちに最も欠如していたもの

だったのである。ひとたびは、モモのまわりの世界は灰色の男たちによってモ

モ一人を残して全員征服されてしまうけれども、最終的には灰色の男たちはモ

モに．よって一人残らず消滅に追い込まれ、モモの愛によって帰属しあう社会が

再び回復されるのセある。

『はてしなV、物語』の主人公バネチアンは、途中いろいろな自由を試みたけ

れども、彼が最後に到達した自由も、愛に方向づけられた相互帰属的な自由で

あった。ファンタージエン国へ赴いたバスチアンが授かったアウリンには、「汝

の　欲する　ことを　なせ」という銘が刻まれていた。この銘は、．精神の自由

を定言命法化した言葉である。バスチアンは、．この定言命法に従って、文字通

り欲する（意志する）ままに行動す孝。それによって彼が最後に到達した孝志

は、「あるがままの自分で生きよう」という意志であった。そしてその時彼が獲

得したものは、あるがままの自分を愛することができるという「愛する能力」

と、ありのままの自分を「愛する喜び」であらた。ありのままの自分を愛する

ということは、愛の原点なのである。バスチアンは、愛する能力とありのまま

で生きる壷びを身につけて、ファンタージエン国からこの現実世界へ帰ってき

たのである。そしてこの現実世界では、バスチアンは愛をもって彼の周りの人々

に帰属し、喜びに満ちた仲間社会を形成してゆくのである。（30）

このように、『モモ』に限らず、エンデの大作はすべて、愛に方向づけられて

いる自由がテーマとなっているのである。
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（2）憎悪に方向づけられている帰属志向的自由

愛の原点は自己愛である。なお、この自己愛と混同される恐れのあるのは利

己心である。利己心について、エーリッヒ・フロムは次のように言っている。

利己心は自己愛と同一のものではなく、正にその正反対のものである。利

己心は一種の食欲である。すべての食欲がそうであるよ・うに、それは不充

実感を内包していて、その結果そこには真の満足は存在しない。（31）

愛の原点は自己愛であるとすれば、憎悪の原点もまた自己憎悪であろう。

エンデの文学作品の中をこは、自己憎悪に方向づけられている自由も、少なか

らず登場している。自己憎悪が自由にゆだねられると、時には、自殺行為へと

進んでいく。あるいは、自ら進んで自己を他者へ従属せしめる方向へ進んでい

く。あるいはまた、■自虐的な行為へと進んでいく。自己憎悪に発する行動は自

由を求めながら■自由を喪失していく。

他者へ向けられた憎悪が自由にゆだねられた場合は、他者を破嘩しつつ支配

する方向へと進んでいく。あるいは利己的な動機で他者への帰属を求める方向

へ進んでいく。あるいは虐待しつつ他者を支配する方向へと進んでいく。いず

れにせよ、この種の自由によっては自他共に満足感は得られないのだ。自己憎

悪心は利己心に変容することもある。この場合にも満足感は療られない。

『はてしない物語』の主人公バスチアンは、物語の出だしにおいては、容姿

の醜い、弱虫で、臆病な少年であった。おまけに学校の成績は悪く、落第生で

あった。そんな自分を彼は拒否し、憎悪さえしていた。■そんな憎悪すべき自己

像をまるごと持ったまま、彼はファンタージェン国へ行ってしまったのである。

彼はファンタージェン国へ行くなり、彼が最も憎悪していた自分の容姿を捨て

た。■彼がファンタージエン国へ着いた時は彼は既に、考えられる限り最も美し

くこの上なく上品な王子様の姿を取っていたのである。そしてファンタージエ

ン国へ到着するや否や、バスチアンはファンタージェン国の女王「おさな心の

君」＝「月の手」にお目通りがかなう。そして女王から、「汝の　欲する（意志

する）　こと應　なせ」という銘が刻まれているメダル「アウリン」を授かっ

たのである。つまり、‾バスチアンは女王から全権・全能を移譲され、新生ファ

ンタージエン国の国造りを太初から任されたのである。完全な自由を与えられ

た王子様バスチアンは、まず忍耐強さと勇気を自ら望んで身につけ、更に魔法

の剣シカンダを授かって、美貌にして最強の非の打ち所のない若王子様に変貌

したのである。それに満足せず、バスチアンは自ら欲してファンタージエン国

最高の慈善者となり、更に最高の知恵者となったのである。しかし、ファンター
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ジュン国で彼が自由を行使して実現したものはすべて、それと対極の現実の醜

い彼の本当の姿を一つずつ忘れるという代償を伴っていたのである。こうして

彼は、憎悪すべき自分の実像を全部忘れてしまった、つまり抹消してしまった、

つまりなきものにしてしまった、つまり殺してしまったのである。これは正し

く．自虐行為であった。

アツハライは、これまた『はてしない物語』の月の子・ファンタージエン国

で、最も醜い生き物で、彼らは自分たちの醜い存在そのものを悲しみ、洞窟の

奥深くに身を隠し、一生の間毎日泣き暮らしていた。アッハライたちも、現実

界のバスチアンと同様、自分を憎悪し悲しみにくれていたのである。彼らはバ

スチアンに出会った時、自分存在のあり方を全部バスチアンに託して、次のよ

うに言う。

「おお、偉大なる慈善者よ、－アウリンの保持者よ、我々を救済する力の保

持者よ、我々の願いはただ一つ、なにとぞ我々に他の姿を与えたまえ！」（32）

バスチアンは、彼らの願いを叶えてやり、彼らを美しい、そして毎日がただ

楽しいだけのシュラムッフェンに変身させてやる。自己憎悪に利己心がからん

で発動された自由は、決して満足をもたらすものではない。こうして、バスチ

アンの善意によって、．常泣き蛾アツハライから常笑い蝶シュラムッフェンに変

身させてもらったものの、彼らはもう一度バスチアンの前に姿を現す。それは、

バスチアンがファンタージエン国での長い旅路の最終目的地「命の泉」に到達

する一歩手前のところであった。

「おれたちゃ、お前さんをずうっと探していたのさ。…お前さんがおれた

ちのお頭になってくれるまでは、お前さんを放ってはおかないからね。お

前さんにシュラムッフェンの上官さまに、シュラムッフエンのお頭さまに、

シュラムッフェンの大将軍さまに、何でもいいや、まあそんなものになっ

てもらわなくてはならないのさ、…お前さまに命令して欲しいのさ、お前

さまにあれこれ指図してもらいたいのさ、お前さまにおれたちに有無を言

わせず言いなりにして欲しいのさ、お前さまに禁止して欲しいのさ！」・‥

「去れ！」と少年は言った。「僕はもうお前たちのことはかまってはおれな

いのだ！」「そんならお前さんは、おれたちをまた元に戻してくれなきゃい

けないよ。…おれたちはまたアツハライでいたいんだ。」（33）

というわけで、自己を愛することのできない者は、たとえ極楽トンボにして

もらっても自分に満足することはない。むしろ再び、元の常泣き蛾アッハライ

にもどしてくれというのだ。正に自虐的願望である。
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おおよそ愛する能力を持たない者は、自己を愛することができないと同様に

他者を愛することはできない。愛することができない者が自由に、つまりその

当人の欲するままに他者への帰属的行動を起こせば、そういう人の自由は、自

己本位な他者支配的傾向をおぴたり、他者破壊的傾向をおびることになる。

1991年、エンデが62歳の時の作品に、『レンヒェンの秘密』という短篇があ

る。レンヒェンはごく標準的なサラリーマンの中年のお父さんとごく標準的な

中年の専業主婦のお母さんとの三人暮らしである。一人娘のレンヒェンだって、

ごく普通の表面的には親の言うことには、まあまあ聞き分けのいい可愛い娘で

ある。つまり、レンヒェンの家庭は、特別に問題をかかえているわけではない。

普通のいい家庭である。しかし、両親とレンヒェンの意見や好みが違っていた

り、対立することも時々ある。そんな時は、だいたい親の言い分が押し通され、

レンヒェンは泣き寝入りしている。レンヒェンの我がままは通らない。レンヒェ

ンは、内心いつもくやしい思いをしているのに、両親はレンヒェンの気持ちに

無頓着である。

ある日、レンヒェンはたまりかねて、魔女の所へ相談に行く。

「わたしの両親のことなんです。」と言って、ため息をついた。「両親とき

たら、本当にどうしたらいいかわからない。全然私の言うことなんか聞こ

うとしないのよ。」

「どこでもそういうものよ。」魔女は同情して言った。「私にどうして欲し

いの。」

「…あちらはいつも多勢だから。」レンヒェンは言葉を続けた。－「いつも2対

1よ。」

「それはどうしよう・もないわね。」魔女は考え深げにつぶやいた。

「おまけにあっちは、私より体が大きいのよ。」レンヒェンはつけ加えて言っ

た。

「両親というものはだいたいはそういうものよ。」

「もし私よりも体が小さければ、向こうが2人だってへっちゃらよ。」レン

ヒェンはたたみかけるように大声で言った。

「疑いもなくそうね！」魔女は言葉をはさんだ。

「たとえば、半分ではどうでしょう。」レンヒェンは提案した。…

「いいでしょう！」魔女はやっと大声で言った。（封）

というわけで、レンヒェンは魔女から角砂糖を2個もらって帰る。レンヒェ

ンはその角砂糖をお父さんとお母さんのお茶の中に入れて飲ませてしまった。
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そうすると、■　お父さんもお母さんも、レンヒェンの言いなりにならないと、そ

の度に体の大きさが2分の1になってしまうのである。まず、お父さんが184cm

から92cmに縮まり、お母さんは168cmから84cmに縮まってしまったのである。

お父さんとお母さんは、さあ大変！　しかし、レンヒェンは、愉快でたまらな

い！　もうお父さんなんか、ちっとも怖くはない！　レンヒェンはお父さんと

お母さんを見下して、大の得意である。レンヒェンは、92センチに縮んだお父

さんと、84センチに縮んだお母さんを写真に撮っておく、と言い出す。お父さ

んは、「ならん！」と言うと、またプスーツと更に半分に縮まる。お母さんも「そ

うだとも！」と言うと、お母さんも、プスーツと更に半分に縮まってしまった

のである。今はお父さんは46cm、お母さんは42cm。なんだかんだと、お父さん

はとうとう11．5cm、お母さんは10．5cm。お父さんとお母さんは、ソファの下へ

逃げ込む。もうレンヒェンに細かく指図する人はもう誰もいない。レンヒェン

はやっとせいせいした気分。しかし、いいことばかりではない。今、生活のこ

とは何もかも、自分でしなければならなくなってみると、自分ではほとんど何

もまともにはできないことが身にしみてわかってくる。次の日には、レンヒェ

ンの友人マックスが訪ねてくる。猫を連れて。ソファの下に隠れていたお父さ

んとお母さんは、あわやその猫に捕まって食われてしまいそうになる。レンヒェ

ンにもやっと事の重大性がわかってくる。お父さんとお母さんがいなくなった

らどうしよう。孤児院へ行くなんて、嫌だ！そこでレンヒェンは、もう一度、

魔女の所へ訪ねて行って、お父さんとお母さんを元の大きさにしてもらう。し

かし、レンヒェンはその代償として、例の角砂糖を自分でなめなければならな

くなる。それで今度は、お父さんやお母さんの言うことを聞かなければ、自分

がその度に半分に縮むはめになったのである。そのため、レンヒェンは、以前

よりおとなしい子になった、という話である。

筆者は、レンヒェンが特にサディスティックな性格の子であると言いたいの

ではない占幼児とか子供は、一般にそういうものだが、彼らの心の発達レベル

は、自己中心的なのである。利己的だとも言えるであろう。お父さんやお母さ

んを好きだ、と言ったって、それはお父さん、お母さんが自分に快感を与えて

くれるからである。それは、発達した精神機能としての愛とは異なる。レンヒェ

ンも普通の子供である。お父さん、お母さんを好きではあろうが、その関係の

仕方は自己中心的なのである。自己中心的な人が自由に他者との帰属関係に入っ

ていく場合、その帰属関係は多少なりともサディスティックな特徴をおびるも

のなのである。大人の場合も、同じような精神レベルな人は、レンヒェンと同
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じように行動に出るであろう。そういう意味で、『レンヒェンの秘密』は、人間

一般に当てはまる自由の一つの類型を物語っているのである。

2．理性によって方向づけられた帰属志向的自由

従来の価値観が崩壊した時とか、蝮無感に襲われた時など、人間は自分の生

活を意味づけろ新しい価値観を求め、何とかしてそれに帰属しようとするもの

である。この場合、理性主導の論証と真偽・善悪の判断が伴う。

『モモ』の中に登場する床屋さんのフージー氏は、彼なりに理性的に考え、

理性的に決断を下しているのである。彼は評判のいい床屋さんで、使用人は一

人いるが、その日は休み。まだ客も来ていない店で、一人ぼんやり路上に降り

しきる雨足をながめている。

「おれは人生をあやまった。」フージ⊥氏は考えた。「このおれが何者だと

いうのか？　しがない床屋にすぎない。とにかくこれが今のおれだ。でも、

もしちゃんとした生活を送ることができさえすれば、まだまだこのおれだっ

て別人さ。…でも、」彼は気落ちして思った。「こんな仕事をしていためで

はそのための時間はない。そのちゃんとした生活をするためには時間が必

要なのだ。でもおれの一生は、はさみチョッキン、チョッキン、おしゃべ

りペチヤクチャ、シャボンの泡々、これで終わりだ。」（35）

フージー氏は、彼の今までの人生に落胆し、何かまだはっきりしないけれど

も、何か新しい生き方を模索していたのである。その時、彼の店の中へ一人の

立派な身だしなみの灰色の男が入ってきたのである。彼は、時間貯蓄銀行の外

交員ⅩYQ／384／b氏であった。このⅩYQ／384／b氏は、不思議なくらい

ぴったりとフージー氏の心の動きにそって、巧みに時間の節約をすすめ、その

節約した時間を彼の銀行に貯蓄するよう勧誘する。まずこのb氏は、フージー

さんの今までの人生42年間を秒で計算して店の鏡にフェルトペンで書く。

1，324，512，000秒、その上でb氏はフージー氏に、今までの人生42年間を浪費し

てしまったことを認識させた上で、今までの人生の総決算を次の数式で鏡の上

に書き示す。

1，324，512，000秒

0，000，000，000秒

フージー氏は、今朝から自分の人生に幻滅を感じてもの思いにふけっていた

ところだったので、b氏の言葉に完全に納得し、残額の0，000，000，000に本当に
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そうだと思い、改めて気落ちする。その心の動きを見て取ってb氏は切り出す。

「こんな調子でやっていてはいけないと思いませんか、フージーさん。節

約しようという気にはなりませんか？」

と切り出したのである。b氏が言うには、もしフージー氏が20年前から1日

2時間ずつ節約していれば、今では26，280，000秒たまっていたはずである。もし

も、・これから先20年間62歳になるまで同じように1日2時間ずつ節約してい

けば、その倍の52，560，000秒貯まるはずである。我々の銀行では5年毎に元本

の倍の利子をつけるから、フージー氏が62歳になるまでの40年間では、節約

して我が銀行に預けておいた時間の総額は

26，910，720，000秒

になるといい、それを鏡の上に書いて、次のようにたたみかける。

「ごらんなさい、フージーさん。」彼は初めて薄笑いを浮かべて言った。「こ

れはあなたが本来持って生まれた人生の総額の10倍以上ですよ。しかも、

1日たった2時間ずつの節約でこれですよ。もうかる貯蓄だとは思いません

か。」

「まったくです！」フージー氏はすっかり疲れた様子で言いました。「疑い

もなくそうです！前から節約を始めていなかったこの私は、本当に不幸

なカラスだ。今になって初めて気がつきました。白状するが－私は絶望

的だ！」

「そんなことはありません。」灰色の男はものやわらかに答えた。「決して

遅すぎることなんかありません。あなたがその気なら、今日からだって始

めることができるのです。それはもうかるってことが、おわかりになるで

しょう。」

「無論はじめますとも！」フージー氏は大声で言った。（36）

要するに、これはこういう話だ。この日の朝、フージー氏は、彼の人生42年

間の結果である今の自分に、床屋という職業や生活の質を含めて、ぼんやりと

虚無感を抱いていた。もしも自分に時間さえあれば、自分にだってもっとまし

な生活ができるのだ、という漠然とした気持ちも同時に抱いていた。しかし、

その時問がないという閉塞感に陥っていた。

ここへ、時間貯蓄銀行の外交員が現れて、1日毎2時間の時間の節約という枠

組みとしては極めて明快で苦もなく実行できそうな条件を提示し、それを実行

すれば彼が62歳になる20年後には彼の人生の10倍以上にも相当する269億1

千72万秒もの時間が貯蓄できることを計算してみせたのである。この計算は1
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分＝60秒というフージー氏にも疑う余地のない事実を基にして、あとはそれの

掛け算ばかりだから、その結果である269億1千72万秒という結果も、計算と

しては理路整然として正確、疑う余地のないものと見えたのである。ここがこ

の革の要点である。だからフージー氏は、即座にⅩYQ／384／bの提案に同意

したのである。この論理がいかに現実と相容れないものでありト現実問題とし

てはいかに不確実なものであり、なおかつこの論理の結論は現実には全く無意

味なものであることは、この時のフージー氏にとっては、思いもよらないこと。

論理と現実とのこの乗離。それはそれとして、とにかく、フージー氏はフージー

氏なりに、論理に従って、理性によって、新しい決断をしたのである。フージー

氏の理性がどれ程のものだったかは別として、理性によって導かれた意志決定

によって、フージー氏はXYQ／384／b氏の提案に同意した。つまり、フージー

氏は、灰色の男の価値観に帰属したのである。それは、まざれもなくフージー

氏の自由な決定であった。

3．直観笹方向づけられた帰属志向としての自由

自由という問題を論ずる場合、エンデにおいては人間の持っている「直観」

という能力はきわめて重要である。エンデの言わんとすることを、ここで改め

て明確にしておこう。

もしも人間が完全に因果律（原因一結果の必然的関係性）に従うものとすれ

ば、人間には真の自由は存在しない。

しかし人間には事実として確実に因果律によって律せられ得ない面がある。

それは直観である。直観は因果律の内部にとどまるものではない。

従って、人蘭が直観を有する限り、人間は因果律の内部にとどまるものでは

ない。すなわち、人間が直観を有する限り、人間は因果関係の必然性に束縛さ

れるものではない。この意味で、人間は真の自由を有する。これが、エンデの

主魂の一つの点である。

ェンデの主張にはこれと関連してもう一つある。テクノロジーは、因果律理

論の内部にとどまるものである。これに対して、直観は因果律の内部にとどま

るものではない。従って、テクノロジーに頼っていたのではできないことであっ

ても、直観によればできることもある、ということである。

ェンデの言う「直観」とは、因果律の束縛なしに何かまったく新しいものを

自分の中から生み出す能力のことであって、昔から神秘的思想家たちがFiinklein

（ひらめき）と呼んできたもので、神の創造能力と共通の能力なのである。
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以上によって、エンデの言う「直観」というものがどういうものなのか、概

念としては明確になったとしても、では、このような概念の直観能力を有する

者はエンデの文学作品の中に登場しているのであろうか。もしいるとするなら、

その者は誰で、どんな行動をして、どんな自由を実現するのであろうか。

この疑問に関しては、結論を先にして、その証明はその後のこととしよう。

直観能力を具有している登場人物はいる。それは『モモ』の中で登場してくる

カシオペイアとモモである。物語の上では、カシオペイアは動物のカメであり、

モモは少女である。カシオペイアは、モモが窮地に陥った時、救助者として登

場し、超能力を発揮してモモを灰色の男たちから救い出し、モモを「どこにも

ない館」の主マイスター・ホラの所へ導いて行く役割を果たしている。この物

語を、次のように解釈してはどうか。カシオペイアはモモの頭脳をひとり立ち

させたものである。カシオペイアの甲羅に文字として浮かんでくるメッセージ

は、実はモモの脳裏に浮かんだモモの直観内容である。とすればモモがカシオ

ペイアに導かれて灰色の男たちの激しい追跡をくぐりぬけ、カシオペイアの助

言によって不思議な「一度もない小路」を進み、この世ならぬ「どこにもない

館」に住む異界の住人マイスター・ホラのもとへたどりついたというのは、モ

モ自身の直観によってモモ一人で成し遂げた行為である、ということになる。

では、この解釈を正当化する根拠はあるのか。『闇の考古学』で、エンデは次

のように言っている。

カメをじっと見つめていると、カメというものは歩く頭蓋である、という

ことに気がつくでしょう。人間の頭蓋とそっくりです。そして仮に頭蓋が

自立して、世界を歩き回れるようになれば、それがカメなのです。（37）

エンデのこの言葉を読み合わせれば、カシオペイアは、モモの頭蓋が自立し

て歩き回っているものである。また、カシオペイアの甲羅にほんのりと光って

浮かんでは消える文字メッセ■－ジは、モモの脳裏に浮かんでは消える表象を自

立させたものである1、と断定していいであろう。

物語『モモ』自体の中にも、上記の断定を裏打ちする言葉はいくつか見受け

られる。その一つは、モモがカシオペイアに案内されて、再度マイスター・ホ

ラの館ぺ行くことになった時の2人の会話である。

「なぜあなたはどうしても自分で這って行かなければいけないの？」モモ

はたずねた。

これに対して、次のような謎めいた答えがあらわれた。「ミチハ　ワタシノ

ナカニ　アリマス。」（38）
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この言葉は、ワタシ＝カシオペイア＝モモの頭蓋と読み替えて初めて解る言葉

なのである。「ミチハ　ワタシノ　ナカニ　アリマス」ということは、マイスター・

ホラの館へ行く道は、私（モモ）の頭の中にあります、という意味なのである。

カシオペイアはモモの頭蓋が自立して歩き回っているものであるとすれば、

モモがェンデの言う直観の持ち主か杏かということは、カシオペイアの発信す

るメウセージや行動がエンデの言う直観に合致するか否かということと同じこ

とになる。

それ故、もしモモがエンデの言う直観の持ち主ならば、カシオペイアは、

一、因果関係の束縛なしで、全く新しい認識なり行動なりを自分の中から生

み出すことができなければならない。また、カシオペイアは

二、テクノロジーができないことを実際にやりのけなければならない。

まず、一の点について検討してみよう。現在、我々が住んでいる膨張宇宙系

の中では、時間系列は必然的に過去→現在一→未来へと流れていく。従って、我々

の膨張宇宙系の中での物事の現象も必然的にこの時間系列の中でしか起こりよ

うがない。因果関係ということは、この時間系列の中での現象と現象との関係

のことである。因果律というのは、原因となる現象は、結果となる現象に必然

的に先行するという法則のことである。因果律に束縛されるということは、必

然的にこの時間系列に従うということである。つまり、過去に起きた現象は原

因であって、現在起きている現象は結果なのである。今住んでいる我々の宇宙

系の中では、現在起きている現象が原因となって過去に起きた現象が結果とな

ることはあり得ない。同様に、未来に起きる現象が原因となって、現在起きる

現象が結果となるという関係はあり得ないのである。

それでは、カシオペイアのある二つの現象関係は、どうなっているのであろう

か。カシオペイアに案内されて、灰色の男たちわ激しい追跡をかいくぐってマ

イスター・ホラの館にたどり着いたモモに、彼は次のように説明して話している。

「カシオペイアはね、」マイスター・ホラは説明した。「少し未来を見ること

ができるのだよ、たくさんじゃないけどね、でも約半時くらい先までならね。」

「セイカクニ！」という字が甲羅に現れました。

「ごめんね。」マイスター・ホラは訂正しました。「正確に半時間だ。カシ

オペイアはね、半時間先までに起きることなら、正確に予知できるのだよ

「まあ、」モモは感心して言った。「すごく便利なのね。あそことあそこで

灰色の男たちと出会うということが予めわかっているのだから、他の道を
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行けばいいだけでしょう？」

「いや、」マイスター・ホラは答えた。「残念ながら、ことはそう簡単では

ないのだよ。彼女は、予め知ったことを変えることは全くできないのだよ、

なぜなら、彼女は本当に起きることしかわかるにすぎないからだ。だから、

彼女があそこやあそこで灰色の男に出会うだろうということがわかれば、

彼女は本当に彼らに出会うでしょう。それに関しては彼女はどうすること

も出来ないのだよ0．・‥たとえば今回の場合は、この道とこの道を行けば、

そうすれば灰色の男たちには出会わないということを彼女はちゃんと知っ

ていたのだよ。」（39）

ここで述べられているの埠、こういうことであろう。普通の人間の認識能力

では、過去にAという原因があって、それに対応して必然的にBという結果が

生じていることが、認識できるだけである。A（因）－B（果）関係は必然的

な関係であるから、そしてこれは既に生起してしまったことであるから、その

生起自体をさしとめることもできないし、その必然性の組合せを変えることも

できない。そして、普通の人間は未来を知ることはできない、つまり未来に対

しては人間は盲目であるから、現在のB（原因）にどんな結果が生起するかを

知ることはできない、必然性に支配されて闇の中へ突入し続けることしかでき

ないのである。

これに対して、カシオペイアの認識能力（直観）によれば、現在のBという

原因に対応して必然的にCという結果が未来において生起するということを知っ

ているのである。あるいは、Dという現在の原因には、必然的にEという結果

が未来に生起するということもカシオペイアには認識することもできる。つま

り、これを図式的に表現すれば次のようになる。

過去　　　　現在　　　　未来

普通の人間の認識能力：A（原因）→B（結果）→？（結果）闇の必然的

カシオペイアの認識能力：
（原因）→C（結果）明の必然的

（原因）→E（結果）明の必然的

ただし、いかにカシオペイアといえども、B－Cの因果関係をB－Eという因

果関係に変えることも、D－Cという因果関係に変えることもできないという。

それならば、カシオペイアもトロイの王女カッサンドラと同じではないか。

今かくかくしかじかの現状（原因）があって未来においては必然的にトロイの

滅亡に到る、ということを明確に認識（予知）しつつ、カッサンドラはその因
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果関係を変えることも、他の因果系列を自分の自由意志で選ぶこともできなかっ

た。なぜなら、カッサンドラはアポロンの怒りを買ったため、彼女の予言は誰

からも聞き入れられない運命に従わざるをえなかったからである。すなわち、

カッサンドラは、現状を変えることができなかったからである。つまりカッサ

ンドラにはB－Cの因果系列に代えて、D－Eの因果系列を選ぶ自由な選択が

不可能だったからである。では、カシオペイアの場合はどうであ．ろうか。マイ

スター・ホラはモモに次のように言っている。

「カシオペイアは時間の外側の存在なんだよ。彼女は自分自身の小さ

な時間を自分自身の中に持っているのだよ。だからすべてが停止しても、

1彼女は世界の向こうまでだって行くことができるのだよ。」（40）

カシオペイアは、・「自分自身の時間を自分自身の中に持っている」という。と

いうことは、カシオペイアはB－Cという因果系列に束縛されずに、E－Dと

いう自分自身の時間系列（因一束系列）によって行動することもできるという

ことだ。同様に、カシオペイアはD－Eという自分自身の時間（因一果関係）

によって行動せずに、B－Cという因果系列によって行動することもできるの

である。つまり、カシオペイアは各因果系列の組合せは変えることはできない

けれども、自分を束縛するあらゆる因果系列を自由に選択することができると

いうわけだ。この点で、カシオペイアはカッサンドラと異なるのである。従っ

て、カシオペイアは、あらゆる因果律の束縛から自由なのである。それ故、カ

シオペイアの能力は、正にエンデの考えている「直観」にふさわしいと言える。

次に、直観について第二番目の観点から検討してみよう。つまり、カシオペ

イアは灰色の男のできないことでもやり遂げることが実際できるのであろうか。

これは、モモがカシオペイアに導かれてマイスター・ホラの「どこにもない

館」へ赴く時の様子である。2人は灰色の男たちの追跡を逃れながら、町はずれ

の高層アパートの建ち並ぶさびれた界隈にさしかかる。夜中の零時すぎ、人影

は全く見当たらない。そんな所から横丁に折れると、不思議な小路に入り込ん

でしまったのである。その横丁に人らた途端、そこは真夜中でもない、真昼で

もな‾い、不思議なほの明るさの光に満ちていた。その小路の両側には白い家が

建ち並び、人の気配はおろか、生き物の気配が全くないのである。何よりも不

思議なことは、カシオペイアは前よりもずっとゆっくり歩いているのに、2人は

ものすごく速く前に進むのである。モモがその小路に入った時、モモはついに、

車に乗った灰色の男に目撃されてしまったのである。

ところが、灰色の男の車がこの曲がり角までくると、とても信じられない
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ことが起こったのです。突然自動車は全然前へ進まなくなったのです。運

転手がいくらアクセルを踏んでも車輪はうなり声をあげるだけで、まるで

・逆向きに同じ速度で走っているベルトコンベアーの上を走っているみたV、

に、同じ所を走っているのです。彼らが速度をあげればあげるほど、それ

だけますます前へ進まなくなるのです。灰色の男たちはこれに気がつくと、

罵り声をあげながら車から飛び降り、遠くに見えるモモを今度は足で走っ

て追いつこうとしました。彼らは顔をゆがめて一生懸命走りましたが、つ

いに力つきて足を止めた時、彼らが進んだのはたった10メートル程にすぎ

なかったのです。モモは、雪のように白いはるかかなたの家々の家並みの

向こうへ姿を消してしまいました。

「終わりだ。」灰色の男の一人が言いました。「もう、おしまいだ！　もは

やあの子はつかまえられない。」

「わからない。」他の灰色の男がいいました。「なぜおれたちは全然前に進

められなかったのだろう。」（41）

正に、この情景について、エンデは子安氏との対談の中や、次のように述べ

ている。

エンデ　…どうにかして外部世界と内部世界を、もう一度相互に浸透し

合えるもの、循環可能なものにしていくこと、…それは私にとっての急務

です。テクノロジーの外界を変えて、人間の内面世界を映しだしうるもの

にするか、あるいは人間の内面世界を拡大して、テクノロジーを抱え込む

ことができるようにするか？　答は私にはまだわかりません。ただ、私は、

本を書きながらひたすらその試みもしている。とにかく今のままでは、灰

色の男たち、つまりテクノロジーは、モモにできることをできないのです。（42）

これで一目瞭然である。モモは、言うまでもなくカシオペイアも、テクノロ

ジーができないことをやってのけることができるのである。モモの持っている

能力は、正しく「直観」である。そして今、モモは直観に基づいて、灰色の男、

つまりテクノロジーの束縛から逃れて、．マイスター・ホラへの帰属の自由を実

行しているのである。

V．最終的帰属としての即日的自由

人間はこの世に生まれ出る限り、必然的に何らかの存在規定の中に置かれる。

その存在規定が、不快な束縛として認識された場合、人間の心・精神の中にま

ず初めにその束縛からの離脱願望・離脱志向が生まれる。この離脱願望は、あ
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る場合には情動に操られて、ある場釦二は理性に導かれて、ある場合には「直

観」に助けられて、意志決定へと到る。この過程が精神の自由の問題である。

この意志決定が行動へ移される場合、行動の自由が問題となる。精神の自由と

行動の自由が共に実現されて初めて、人間は自由を感じる。しかしこうして離

脱の自由が実現されても、そ．こに待っているのは、孤独と意味の喪失感だけで

ある。人間は普通、その孤独や意味の喪失感には耐えられない。普通人間は、

その孤独を癒してくれる人や、捨てた意味の虚を満たす新しい意味、新しい意

義、新しい理念を求める。こうして、今度は帰属願望が心の中に生じる。こ・の

後の心の機序は、離脱願望が生まれた後からの心の機序同様の経過をたどって、

新しい存在規定の中へと入っていくのである。ところが、こうして自由によっ

て獲得された新しい存在規定が、必ずしも新しい自由を実現するとは限らない。

否、それが新しい不快な束縛として意識される場合もある。こうしてまたもや、

新しい離脱志向の自由と新しい帰属志向の自由を実行しつつ、更に新しい存在

規定を獲得していく、こうして人間は自由の実現を求めて、この存在規定から

次の存在規定へと放浪の旅を続けることになる。普通はこの放浪の旅は、死ぬ

まFで続けられる。放浪に疲れはて、怠惰に立ち止まる場合を除けば、自由を求

める放浪の旅が終わるのは、次の二つのうちいずれかの場合のみであろう。

一、たどり着いた存在規定を絶対的自由として自覚する場合

一、たどり着いた存在規定を完全に無自覚化し、完全に満足する場合

1．絶対的自由への帰属意識としての自由

1993年、エンデが他界する2年前、彼が63歳の時の作品に『満月の夜の伝説』

がある。

何百年も前、天使やデーモンがいることを人々はまだ知っていた時、森の

奥深くの荒涼たる谷間に、一人の敬度な隠者が住んでいた。彼はまだ若かっ

た頃、徳と美の鑑と世間で讃えられた妙齢の婦人に、死ぬ程恋い焦がれた。

硬女は永遠の愛と忠誠を誓ったのだが、結婚式の前日、彼女は聖なる誓い

を破って、ある男と、駆け落ちしてしまった。

これはおそらく次のことと関係があった。彼の父はそれまでは金持ちで

有力な商人だったのだが、嵐によって彼の船一切合切を失い、一夜にして

乞食に成り下がっていた。この二つのでき事があって、この若者は、この

世のことはすべて見せかけ、まやかし以外の何ものでもないと、固く信じ

るに到った。・彼は世を捨てた。そして聖なる書物の研究に専念した。（43）
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こうしてこの若者は、定石通り彼の原初的存在にいたたまれなくなって、新

しい存在、新しい価値、新しい理念を求めて自由の放浪の旅路についたのであ

る。

この若者は、感情に突き動かされてか、理性に従ってか、直観のひらめきに

よってか、いずれによってなのか定かではないが、聖なる世界、聖なるもの、

聖なる価値への帰属を志向したようである。まずは彼は、彼が求める新しい自

由が、聖なる書物を机上で研究することによって獲得されるのではないかと患っ

たのである。そこで彼は、アウグスチヌス、ヒエロニムス、デイオニシウス、

大アルベルトウス、ついにはトマス・アクイナスの仝著作を研究しつくした。

しかし、この若者がとどのつまりたどり着いたところは、かの聖者が死に臨ん

で残した次の言葉だった。「私の書物はことごとく中身のない空虚な麦わら以外

の何ものでもない。」（胡）

こうして彼は、彼の求める聖なるものが書斎の中にも、書物の中にもない、

と悟ったのである。

真夜中ではあったが、彼は即刻、書斎も書物も永遠に捨て、そこから立ち

去った。

彼は長い間、あてどもなく世界中を子方径い歩いた。ついに彼は、かの人

里離れた山奥の谷の中に迷い込み、森の中に岩の洞窟を見つけた。彼はそ

の洞窟の中に身を横たえ、眠りについた。そして彼は炎の夢を見た。その

炎の中から一つの声が彼に語りかけた。「ここにとどまれ、私はここでおま

えと会おう！」そこで彼はここにとどまって、待つことにした。（45）

結果から言えば、この洞窟が彼の身体の終の住み処である。しかし、炎の中

から声が聞ごえてきて、「私はここでおまえと会おう！」ということは、ただ事

ではない。これは明らかに、旧約聖書の出エジプト記の中のモーゼと神との出

会いの場の寓喩である。（46）とすれば、「私」とは神ヤーヴェということになる。こ

うしてこの隠者は、ここで約束の成就を待つことになったのである。

このことがあってからもうどれ程の年月が流れ去ったか、この隠者にもわか

らなかった。彼はこの洞窟の中で、全身全霊をあげて瞑想に耽り、永遠をめざ

していた。白く長く伸びた髪と髭は骨と皮だけになった身体をマントのように

足までつつんでいた。洞窟の中には静寂と平和が満ちあふれ、その平和はその

森の中へもあふれ出していった。彼の髪ゐ毛の中には小鳥たちが巣を作り、足

の間にはクモたちが見事な綱を張り、膝の上には毒ヘビがとぐろを巻いて眠っ

た。クマがやってきて、彼の側でごろりと横になり、眠った。洞窟の周りには
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平和な時が流れた。

ある日のこと、どういう巡り合わせか、この森の中に一人の人間が迷い込ん

できた。この男もこの隠者に負けず劣らず孤独な男だった。まっとうな人間社

会か‾らは理不尽にも締め出され、盗賊団の中に逃げ込み、悪の限りをつくして

いた。しかし、彼の純朴さと愚直さが災いして、今では彼の仲間の盗賊団から

も命をつけねらわれる身の上であった。彼には恐れるものは何ひとつなかった。

神をも恐れず、敬度の気持など、薬にしたくても爪の垢程もなかった。この無

頼漢もこの森を住処とし、帽子が必要になれば僧主を襲って僧帽を奪い取り、

靴やズボンが必要になれば旅人を襲ってはぎ取った。時々は村に出ては火酒を

盗み∴ぶどう酒が欲しくなれば教会に押し入って、ミサ用の赤ぶどう酒を盗み

取った。御機嫌な時は、森の中で一人で一日中笑ったり、歌ったりしていた。

人の気配だけは極度に避けた。こんな生活を何年送ったのか、この無頼漢にも

わからなかった。彼は徐々に、人の言葉を忘れていった。その代わり、この無頼

漢には、森の小鳥の鳴き声とか、動物の瞬き声の意味がわかるようになり、彼ら

のわずかな身の動きの意味さえも感じ取ることができるようになったのである。

ある日の土と、この無頼漢は腹ぺこになって、狩りに出た。飛び出してきた

一頭の鹿の後を迫っていくと、隠者の洞窟の前にたどりついたのである。

「おい！こら！おまえは人間かい、それとも何かい？　‥・やい！聞

こえないのかよ、この骨皮野郎！返事くらいしたらどうだ！」（47）

その盗賊は、この老人を足で突っついて、こぶLをふりあげた。しかし、こ

の老人は身じろぎ一つしなかった。盗賊はふりあげたこぶLをおろした。急に

なぐるのがいやになったのだ。それのみか、この盗賊はその時、急に、抗うこ

とのできない安らぎに満ちた疲れに襲われて、その場で眠ってしまったのだ。

老隠者は幼児のようにスヤスヤ眠っている無頼漢を見て、この男を弟子にして

永遠のものごとへの手ほどきをしてやろうと心に決めた。

何故か、この盗賊もこの老隠者が気に入ったと見え、彼の語る言葉によろこ

んで耳を傾け考。時々フラッといずこへとも知れず遠出することがあっても、

必ずこの洞窟へ舞い戻ってきた。隠者は彼に、神の奥義を説き、神の恩寵を願っ

て祈るよう、諭した。盗賊は隠者の言葉に感心して耳を傾け、時々わかったか

のように相づちさえ打った。しかし、本当のところ、彼にはまるっきり理解で

きなかった。この盗賊にとってはこの隠者の言葉はあまりにも高尚すぎたので

ある。しかし隠者の忍耐と善意は、弟子の頑迷さに引けを取らなかった。何年

も隠者はこの頑迷な弟子に神の奥義を説き、そして神には、この哀れな罪人の
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心の闇を照らす奇蹟を起こしてくださいと祈った。しかし、ある日がやってき

た。隠者は弟子にこう言い渡したのである。

「息子よ、おまえは今日以降、満月の夜にはここへやってきてはならぬ。

おまえはわしにこれを誓ってくれなくてはならない。」

「いいとも」盗賊は言った。「しかし、なんでだい？」

「わたしは大いなる恩寵をいただくことになったのだが」隠者は答えて言っ

た。

「おまえの頭はあまりにも頑迷で、わたしはおまえにこの秘義をうちあけ

ることはできないのだよ。だから、これ以上は聞かないでくれ。」

「わかった。」盗賊は言って、うなずいた。（48）

その後、この隠者は口をつぐんでいることが多くなり、その両目にはこれま

でになかったような閃きが宿り、落ち着きのない小さな炎が燃えているのを、

弟子は見落としてはいなかった。他方、隠者も、弟子の顔に浮かぶ言葉なき間

を見逃してはいなかった。その7カ月も後になって、隠者は弟子に秘密を打ち

明ける決心をした。

「息子よ、私がおまえに、満月の夜には私の所に訪ねてこないように約束

させたのは、おまえはそう思っているかもしれないが、・それはけっしてお

まえを罰するためではないのだ。そうではなく、とても奇蹟的なことが起

きたからなのだ。それは今もなお起きている。息子よ、おまえも知ってお

かなくてはならないことだが、大天使ガブリエル様は天の霊界にあっては

月界の支配者であられる。その大天使ガブリエル様が、満月の夜毎に下界

におくだりになって、ここに来てくださるのだよ。…」（49）

この盗賊が、師の洞窟のまわりに微妙な変化が起き始めていることに気づか

なかったなら、この弟子は師の言葉に疑問を懐かなかったであろう。しかし、

この盗賊は、しばらく前から洞窟のまわりの動物たちの様子が少しおかしいの

に気づいていた。1羽のオオタカがウサギの子を襲うことさえあったのである。

こんなことは、この洞窟のまわりではなかったことだ。弟子は師のことを案じ

始めた。何か良くないことが師の身の回りに起こりつつある、それをくい止め

てやろう、もしその原因が大天使ガブリエル様にあるのなら、大天使様からで

さえ師を守ってやろう、盗賊はこう思ったのである。

次の満月がやってきた時、盗賊は師との約束を破る決心をした。彼は、ひそ

かに隠者の洞窟に近づき、様子をうかがっていたのである。やがて、はるか遠

くの木々の上め方に、小さく銀色に輝くものが現れた。その銀色の雲のように
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輝くものはどんどん近づいてきて、どんどん大きくなった。洞窟の前で地上数

フィートの空中に静止した。まず、2羽の怪鳥グリフィス、その怪鳥の引く車、

その事の中には光を放つ者の姿、その姿が手にするユリの花、…隠者は地に額

をつけたまま、身動きさえしなかった。盗賊はというと、初めは口をあんぐり

と開けて見とれていたが、すぐに我に帰って思った。どこかおかしいぞ。盗賊

は弓に矢をつがえ、十分にねらいを定めて矢を放った。矢は輝く者の喉を貫い

て突き刺さった。グリフィスは棒立ちになって、車を引いたまま宙を駆け去っ

た。遠くから車が茂みに突っ込む音がして赤い光が燃え上がり、やがて消えた。

隠者は矢のうなりに琴いて身を起こし、何もかも見た。

「地獄の鬼め！」聖者は我を忘れて怒鳴った。やせこけたほお？上に涙が
流れた。

「嘘つきの呪われた悪魔め！なんてことをしてくれたのだ。…」（50）

しかし盗賊は、あれは大天使ガブリエル様なんかではないと言う。盗賊は、

気を失いかける程怒る老人を抱きかかえて、先程赤く燃え上がった森へ行って

みると、そこには喉を矢で貫かれた1匹のアナグマが死んで落ちていた。

「見なよ。」盗賊は言って人がよさそうに笑った。「あんたがおれに言って

たじゃないか、いろんな動物の体の中に入って、いろいろな悪事を働く悪

魔もいるんだって。こいつがそれさ。やつはいったい、どこへ行っちまい

やがったか知らないけどよ。」…

「それにしても、なあおまえ、私の息子よ、いったいどうしてこれを見破

ることができたのかい。この私でさえ見破れなかったのに。」

「簡単さ。」盗賊は答えた。「あんたがおれに言ったじゃないか、聖なる者

は聖者にしか見えないものだって。だから、あんたみたいに賢くて、聖ら

かな生活を送っている者が大天使ガブリエル様を拝むことができても、そ

れは当然だよな。でも、おれみたいに罪深く頭の悪いやつが、おまえさま

と同じようにはっきりと大天使ガブリエル様を見たんだよ。その時おれは

自分に言ったのさ、これは何かおかしいぞ、つて。それでやったのさ。」

隠者はしばらくの間、だまったままだった。・‥かすかにすすり泣く声が

聞こえてきた。

「どうしたんだい？」盗賊が気遣ってたずねた。隠者は小声で言った。「恥

ずかしいんだよ。」

「なぜさ？」

「私は今まで、おまえの魂を救ってやらなければならないなどと、思って
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いたのは私の思い上がりだった。それどころか、私の魂は今おまえに救わ

れたのだよ。昔見た夢の約束が、成就されたのだよ。私が思っていたのと

・は全く違う仕方でだけどね。おまえによってね。‥・」（51）

ユダヤ教の系統の宗教、たとえばキリスト教では、神ヤーヴェは唯一絶対創

造主であり、人間からは隔絶された高みに在る存在そのものである。唯一絶対

の創造主であるから、つまり被造物（被造的存在）ではないから、永遠の絶対

的に自由な存在そのものである。人間からは隔絶されている存在であるから、

人間は、神との接点をさえ持つことはできない。ましてや、人間がいかに努力

（修業）しまうと、人間が神になることも、神と同等なものになることも絶対

に不可能なのである。人間にとって神が実在するためには、人間と神との間を

とりもつ存在、神の人間への使者、すなわち天使が不可欠なのである。神の使

者、すなわち天使は霊的な存在とされている。その天使にもその役割とか、神

からの近さ・速さなどによって、階層があるとされている。この老隠者の前に

顕現したと思われていた大天使ガブリエルは、神に直接仕えている天使、天使

の中でも最高位の天使とされている。他方、天使は神と人間とをつなぐ任務を

担っている存在である関係上、本質的に人間との接点を、つまり人間との共通

点をも有する存在である。従って、天使といえども、人間と同様に神から離反

する可能性も具有している。神から離反して霊界から落ちた天使は、堕天使と

呼ばれたり、悪霊と見なされたりしている。堕天使の代表的なものがルシファー

である。

ところで、．この老隠者は、満月の夜に訪れる霊界からの使者を、大天使ガブ

リエルであると、・一点の疑いもなく信じ切っていた。そしてこの大天使ガブリ

エルの御降臨こそ、彼が何十年もの間全身全霊を捧げて神を瞑想しつつ待ちわ

びていた神の約束の成就そのものである、と確信してしまっていたのである。

つまり、この老隠者の思い込みによれば、「この地にとどまれ。私はおまえに現

れるであろう。」と約束をしたその「私」は、大天使ガブリエルだったのだ、と

早のみこみをしてしまっていたのである。

しかし、毎月の満月の夜毎、この老隠者に降臨して姿を見せていたのは、ア

ナグマに憑依して大天使ガブリエルにイヒけた悪霊、すなわち堕天使だったので

ある。その悪霊は、ひょっとしたらルシファーだったかもしれない。この悪霊

の正体は不明である・。しかしとにかく、この老隠者は、敬度の念など全くもた

ない元盗賊の牡牛のように純朴な弟子によって、悪霊の呪縛から解放されたの

である。とすれば、夢の中のお告げによってこの隠者に約束された出会いとは、
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この弟子との出会いだったということになるのであろう。

この大団円の基礎となっているのは、「等しきものは奪しきものによって認識

される。」という認識論上の法則である。この大団円には、この法則と、聖なる

もの、悪なるも．の、獣なるもの、この三つのものが絡み合っているのであるこ

この法則をこの三つのものにあてはめると次のようになる。

聖なるものは、聖なる者によって認識される。従って、．聖なる者は聖ならざ

るものを認識することがない。

悪なるものは、悪なる者によって認識される。従って、悪なる者は、悪なら

ざるものを認識することはできない。

獣なるも．のは、獣なる者によって認識される。従って、獣なる者は、獣なら

ざるものを認識することはできない。

ところで、この『満月の夜の伝説』においては、聖なる者とはこの老隠者で

あり、獣なる者にして悪なる者とはこの盗賊あがりの牡牛のように純朴な弟子

である。

問題は、■この満月の夜にこの老隠者とこの弟子2人の前に姿を現した天から

の降嘩者である。この物語からの原文の引用は控えるけれども、その降臨者は、

完壁に大天使ガブリエルの姿を取っていたのである。従って、この降臨者は、

大天使ガブリエルの姿、悪霊、アナグマ、この三者カラー体となっていたものだっ

たのである。この三者■一体である降臨者が、この弟子とこの老隠者の共通項と

なって、この救済が実現されているのである。この老隠者にとっては、この夜

降臨してきたものは、まざれもなく大天使ガブリエルとして認識されていて、

悪霊としでもアナグマ（獣なるもの）としても認識されていなかった、否、そ

ういうものとしては認識することはできなかった、つまり、悪霊である正体を

見破ることはできなかった。つまり、この老隠者は、長年、神への祈りに全身

全霊を捧げながら、とどのつまりには悪魔ルシファーに取りつかれていたので

ある。言い方をかえれば、彼の修業は魔境に入ってしまっていたのである。■

しかし、悪の限りをつくしてきた盗賊あがりのこの弟子は、自分には本物の

聖なるものが見えるはずはないことは師から教えられてよく知っていた。自分

に見えるものや自分に認識できるものは悪魔的なものか、獣的なものかのいず

れかのものでしかないことをよく知っていた。従って、今、彼の目の前に見え

ているものが、たとえ大天使ガブリエルの降臨現象であっても、それは本物で

あるはずはなかった。これはおかしい、それは悪魔のいたずらか、獣が化けて

いるに違いない、と彼は確信したのである。それ故、彼は迷わず矢を放った。
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はたせるかな、彼が仕留めたものは一頭のアナグマであった。単なるアナグマ

が自力で大天使ガブリエルに化けることができるはずはなかろう。天使に化け

ることができるのは、やはり天使でなければできないのだ。つまり、今夜の満

月の夜の出来事は、堕天使ルシファーがアナグマに憑依して起こした現象だっ

たのである。しかし、満月のこの夜、この老隠者の眼前に出現していたのは、

この老隠者の眼にはまざれもなく大天使ギブリエルのいとも聖なる御姿であっ

た？それ故、満月のこの夜、この老隠者が体験したのは、霊界の最高位にある

大天使ガブリエルとの神秘的合一体験であると同時に、堕天使ルシファーの呪

縛からの解放体験であった。しかも、こともあろうにこの老隠者をルシファー

の呪縛から解放したのは、敬度の念など全くない彼の弟子である牡牛のような

愚者だったのである。こうしてこの老隠者の真の精神的自由はようやく完成さ

れたのである。

西洋の神秘主義的思想家たちの考えでは、・人間の最も完璧な精神の自由は、

神との一体感の体験、つまり神への帰属体験によって得られるとされている。

偉大な聖者たちが瞑想によって獲得しようと志向したものは、この種の自由・

解放感・悟りである。方法、過程こそ異なるとしても、絶対的な自由な境地を

目的とする点では、東洋の神秘的思想家も同様であろう。

ドイツの代表的な神秘主義的思想家であるマイスター・ヨハネス・エツクハ

ルト（1260－1327）は、次のように述べている。

聖パウロは、「たとい私がどのような行いを修めても、もし私が愛を懐い

ていなければ、私は虚し，い」と語っている。しかしながら、私はすべての

愛にもまして、＿離脱を賞讃するのである。その理由としてはまず第一に、

愛にそなわっている最も優れた点とは、愛が私を強制して、私が神を愛す

るようにさせるということであ．るのに対して、離脱は神を強制して、神が

私を愛するようにさせるからである。…神にとっての本性上固有な場所と

は、一性と純一性であり、これは離脱から出来する。そのことから、神は

離脱した心には自己自身を必然的に与えずにはいられないのである。二番

目に、私が愛にもまして離脱を褒め讃える理由は、愛が私を強制して、私

が万事を神のために耐え忍ぶようにさせるのに対して、離脱は私に、私が

神以外の何ものをも受け容れることがないように仕向けるからである。（52）

ここでマイスター・エツクハルトが賞讃している「離脱」は、『満月の夜の伝

説』の主人公「隠者」が一生をかけてたどってきた行為と共通する業ではなか

ろうか。更にエツクハルトは次のようにも述べている。
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心が正しく保たれている人とは、神を本当に自分のすぐそばに所有してい

る一人のことである。　こういう人が神を本当に正しく所有しているのなら

ば、しかも神のみを所有しているのであれば、何人たりといえどもこのよ

うな人間を妨げることはできないのである。（53）

神と一体の心境に達している人は、絶対的な自由無礎の心境に住しているの

である。

エツクハルトの思想と般若心経の思想との間に、多くの点で共通性を感じる

のは、筆者の勘違いであろうか。エツクハルトの言う「離脱」をつき進んで行っ

て、彼自身が．たどりついた境地は、真言密教の入我我人の境地ときわめて近い

境地ではなかろうか。革た、エツクハルトが言う「離脱」という精神の営みは、

禅で言う「空じる」という精神の営みと非常に近いのではなかろうか。

フーゴ・ラサール（1898－1990）という名前のイエズス会の神父がいた。こ

の人もまた．ドイツ人であった。彼はキリスト教布教のため．1929年、彼が31歳

の時に来日した。彼はその後60年間、91歳で逝去するまで、日本でキリスト教

の布教に一生涯を捧げた。彼はこの間、日本人の心を理解するため、禅をもよ

くした。そして師家となって、多くの禅弟子をも育てた人である。1948年には

愛宮真備（HugoMakibiEnomiyaLassalle）という名前で日本に帰化した人

である。彼は次のように述べている。

開悟について言えることは、それが起こる瞬間に色眼鏡が脱落し、また

あるひとも言ったように、一切のレッテルが剥げ落ちるということである。

この体験にまで突き進むことがうまくいかなくても、やはり眼鏡は坐禅の

無をとおしてますます透明さを増す。すでに色眼鏡のことを知っているだ

けでも、多くの性急な、いつわりの判断からわれわれをまもることができ

よう。しかし、悟りに到達したときでさえ、その眼鏡がまた以前の色に戻

らないよう用心しなければならない。悟ってする座禅も、悟らないでする

座禅も、より大いなる内的自由へのナつの道なのである。（54）

・『満月の夜の伝説』の老隠者の神的体験が本物であーるならば、彼の精神はエッ

グハルトの言うように神と共にあって、神の絶対的自由を共に体験しているは

ずである。神への帰属体験によって、天使（神的なもの）への帰属体験によっ

て、■この老隠者の自由は、絶対的即事的自由となるのである。

禅においても同様である。悟りが本物であるならば、その行者の心は、無等

同の（等しきもののない）断実の最高の絶対的自由無礎の境地に正しく定住し

ているはずである。
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この『満月の夜の伝説』という物語は、宗教に無関心な人にとってはとても

そうは読めないかもしれないけれども、筆者にとっては、この物語は宗教的神

秘的自由をテーマとしている物語としても読むことができるのである。それに

しても、この老隠者の到達した自由も、正にアポリアである。

2．束縛状態の完全忘却としての自由

1992年、エンデ63歳の時の作品に『自由の牢獄』がある。これは、八つの短

篇から構成されているが、その中の一つに、「ミスライムのカタコンベ」という

短篇がある。ここでは、この短篇を取り上げることにしよう。本稿の筆者の本

節の標題のとおり、束縛されていることを完全に忘却してしまった状態を自由

の一つの形態として捉える関係上、ここではこの物語の中の「影の民」を中心

としてこの短篇を考察することにする。

この物語の舞台は、ミスライムのカタコンベと呼ばれている出口（入り口）

も窓も一つもない巨大な岩窟の中である。巨大な岩窟と言っても、これは明ら

かに、アインシュタインの考えた湾曲している時空間に閉ざされている大宇宙

を念頭においたものであろう。ここでは、このカタコンベが「閉ざされている」

ということが、重要である。

この閉ざされているカタコンベ（墓穴）の住人が、「影の民」である。「影の

民」はここで、働き、眠り、生殖する。つまり、カタコンベ（墓穴）の住民「影

の民」というのは、死者たちを念頭においているのではなく、この宇宙の中に

存在し、生きている我々、人間のことなのである。

このカタコンベという名の一つの宇宙系（例えば太陽系のようなもの）は一

人の独裁者によって支配されている。その名はベヒモートである。今までにベ

ヒモートの姿を見たことのある者は・「影の民」の一人としていない。しかし、

ベヒモートは声としてこのカタコンベに遍在し、「影の民」は命令されていると

いう意識さえなく、この声の命ずるままに生活している。起きろと言われれば

起き、寝ろと言われれば寝る。働けと言われれば働き、左へ行けと言われれば

左へ行き、右へ行けと言われれば右へ行く。「影の民」で、この「声」に疑問を

持つ者は一人もいない、ましてや反抗を企てる者など一人もいない。「声」に従

うことは自明のことであり、「影の民」は一人残らず自分たちの存在そのものに

満足しきっているのである。また、「影の民」の誰一人として、このカタコンベ

から外へ出てみようと思ったことさえないし、カタブンベの外の世界を想像し

てみたことさえもない。

ー103－



ところが、「影の民」のあるたった▲一一、】1・■・人の青年－その名はイヴリイーだけが、

ある日突然、悟ったのである。その悟りは夢の中で訪れた。イヴリイはその夢

の中で、このカタコンベのどこにもあるはずもないのぞき穴■（窓）を見つけ、

その窓からカタコンベの外の世界を見てしまったのである。イヴリイが目を覚

ますと、彼の頬は涙でぬれていた。しかし、その窓から見えた景色は全然思い

出すことはできなかった。その涙の意味も不明・謎であった。

次の日の夜、いつものように「眠れ！」というベヒモートの声がカタコンベ

に流れた時、イヴリイは今まで「影の民」の誰一人としてしたことのない犯罪

行為を犯した。イヴリイは、一人自分の寝床から起き上がってカタコンベの廊

下をさまよい歩いて、きのう見た夢を思い出してはここぞと思われる岩の壁に、

夢に見た窓をチョークで描いて歩いたのである。もしかしたら、その描いた窓

からカタコンベの外の世界が見えるかもしれないという希望に駆りたてられて、

ここぞと思われる所に数えきれない程あちこちに窓を描いてみた。しかもそれ

はベヒモートの警告に逆らって、毎晩のように続けられた。しかし、その窓が

開くことはけっしてなかった。また、不思議なことに彼がチョークで描いた窓

は、次の日の朝にはすべてきれいに消し去られているのであった。

こんなことがいつまでも続いたわけではない。程なく、イヴリイはベヒモー

トによって「影の民」としての存在を抹消されたのである。殺されたのではな

く、消されたのだ。それからというもの、ベヒモ⊥トの声は一切聞こえなくなっ

てしまった。だから、何をするにも、自分の意志でしなければならなくなった。

これは思いの外、苦しいことだった。これまで与えられていた食料も与えられ

なくなった。彼の寝床には、他の「影の民」が眠るようになった。何よりも苦

しいことは、今までの友人、知人、仕事仲間の誰一人として、自分がすぐ側転

いるのにも拘らず、自分の存在に気づいてくれないことである。あれほど親し

かった者たちからも完全に無視されたのである。イヴリイにとっては、こ．の孤

独が死よりも苦しかった。しかし、イヴリイは自殺へは走らなかった。カタコ

ンベの岩の壁に窓を描き続けていけば、いつかはその窓からカタコンベの外の

世界を見ることができるのではないか、という希望が彼を生かし続けたのであ

る。しかし、彼が隠し持っていたチョークはどんどん摩滅していった。ついに

彼は、全身の注意を集中して最後の窓を描いた。しかし、その窓は開かなかっ

た。外の世界は見えてこなかった。ついに彼は、絶望して首を吊った。再び意

識を取り戻した時は、カタコンベの牢獄の中であった。そこへ、2人の若い男女

が忍び込んできて、助けてやるからついて来い、と言う。カタコンベの奥へた
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どり着くと、2人はあらかじめうち合わせておいた暗号に従ってやっているかの

ように、コツコツと壁を叩いた。岩戸は開いた。扉から滑り込むと、そこもや

はり巨大な岩窟であった。

彼らの話によると、ここは、カタコンベの独裁者ベヒモートに反抗する秘密

結社のアジトで、その総帥は、医学博士マダム・レヴイオタン女史だという。

その巨大な岩窟にはたくさんのガラス張りの促成栽培室が建ち並び、その中心

には水晶宮がそびえ立っていた。その促成栽培室には、意識を麻痔させるよう

な腐敗臭の強い見るからに気特の悪いキノコが栽培されていた。水晶宮にたど

りつくと、マダム・レヴイオタンが姿を現した。

マダム・レヴイオタンの話によると、こうである。．独裁者の支配欲・権力欲

というものは、被支配者を苦しませることによってしか満たされないものであ

る。あの、窓一つないカタコンベ系宇宙は、独裁者ベヒモートの権力欲を満た

すために「影の民」に極度に苦痛を与えるのに最も適するように設計されたシ

ステムである。医師の従うべき絶対的な倫理は、人々を苦痛から救うことであ

る。それ故、自分マダム・レヴイオタンは、「影の民」の苦痔を完全に忘れさせ

る薬GULを開発して、ベヒモートの欲望に逆らって、「影の民」にその忘却剤

をひそかに投与しているのだ。その忘却剤は、ここに栽培されているキノコか

ら製造される。けれどもこの促成栽培施設は既に老朽化していて、いたる所が

壊れている。おまえを救い出してここへ連れてきたのは、おまえにこの促成栽

培施設を修繕する仕事を引き受けて欲しいからだ。この仕事は、おまえにしか

できない。なぜならおまえは、「影の民」の特異体質の持ち主で、おまえにだけ

は、このキノコから製造する忘却剤は効かないからだ、と言う。イヴリイは、

同朋の「影の民」を苦痛から救うという大義に賛同して、マダム・レヴイオタ

ンに協力する。毎日、朝から晩まで、疲れて倒れ込みそのまま眠り込む程、働

く。しかし、この仕事に終わりはなかった。ここを修繕すると、すぐまたあそ

こが壊れてくるのである。

ある日、イヴリイは、水晶宮から最も遠い所にある促成栽培室の中で、想像

もできない程高齢の今にも死にそうな老人と出会う。その老人は、イヴリイの

前任者でこの促成栽培施設の設計者だという。この老人も若かりし頃、レヴイ

オタンの言葉を信じて彼女に協力した。しかし、彼女の正体はべヒモートの情

婦で、彼女は、ベヒモートが「影の民」を奴隷化して支配する手伝いをしてい

るにすぎないのだ、と言う。

「彼らにこの忌まわしい麻薬を与えると、彼らは何もかも全部忘れてしま
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う。そうだとも、自分たちが捕虜であることさえも忘れてしまう。いつも

影の民だったわけではないことも、ミスライムのカタコンベの外側には他

の世界があって、自分たちはその世界からやってきたのだということも忘

れてしまう。以前も以後も全部忘れてしまう。ありとあらゆる疑問も憧れ

も、ことごとく忘れてしまう。そうさ、彼らは今あるがままの自分に満足

しているのさ、なぜなら記憶というものが全然ないのだから、ものを較べ

てみようにも較べるものがないからさ。彼らが持っているのは今という瞬

間だけなのさ。奴隷であることを認識しない奴隷は、御しやすい奴隷って

もさ、捕囚生活しか知らない捕囚は、自由でないことに苦しまない。これ

があの慰め女のしている手伝いのからくりなのだ。」…

イヴリイは老人の顔をまじまじと見て、つぶやいた。

「おれの窓…おれの窓は…やっぱりおれは正しかったのだ。…あの窓の向

こうにはやっぱり何か別のものがあったのだ。」‥・今やイヴリイは、この老

人の言ったことは、全部真実であると確信した。そして今、その真実が再

び明確に認識された時、激しい怒りがこみあげてきて、全身が痛んだ。（55）

ミスライムのカタコンベから脱出する道を見つけるためには、この促成栽培

施設を全部破壊する他に道はない、とその老人は言うのである。

修繕する作業にくらべれば破壊する作業は早く進んだ。最後の施設が瓦礫と

化し、最後の照明も打ち壊された。暗闇の中を手探りで進んだ。今度は幸運が

味方して、イヴリイは昔ここへ来た時通った岩戸から、再びもとのカタコンベ

に戻ることができたのである。はじめは、何も変わった様子はなかった。昔の

ままだった。しかしそれは、長くは続かなかった。やがて一人、また二人と、

苦しみ、もだえ、叫び、狂乱状態に陥った。GULの禁断症状が現れ始めたので

ある。それは急速に三人、四人へと広がり、たちまちのうちに影の民全員が狂

乱状態に陥り、カタコンベ系全体が阿鼻叫喚地獄と化した。イヴリイは、この

混乱を目的ある反乱へ転化させねばならないと思った。台の上に立ち、自分が

体験したことをつぶさに語り、団結して戦い、暴力は暴力で打ち破り、独裁者

から自由を取り戻そうと訴えた。

カタコンベの混乱は徐々にイヴリイの示す方向へ向かい始めた。群集は行進

しながら叫んだ。「出てこ－い、ベヒモート！姿を見せろ、ベヒモート！お

前の時代は終わったのだ。一一一一一おれたちは出て行きたいのだ。」…突然、洞窟の

先の岩壁に亀裂が走り、燦然と光が射し込んできた。「おれに続け！」イヴリイ

は叫んだ。「あそこだ！あれが出口だ。」（56）その光の中に2人のシルエットが浮
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かんだ。ベヒモートとレヴイオタンが立ちはだかったのだ。

「出て行きたい者は出て行くがよい。誰もその者を引き止めはせぬ。…だ

が、ここでおまえたちに問おう。－いいか、‾胸に手を当てて、自分自身

に正商に答えるのだ－おまえたちのうちで、わしの支配下で苦しんだ者

が一人でもいたか、わしのくびきのもとで重苦にあえいだ者が一人でもい

たか？古き秩序があった時、おまえたちは自分たちの生き方に満足して

いたではないか。わしら二人は、おまえたちの幸な生活のために努力して

＿きたではないか。さあ、言うがよい－正直にな－おまえたちのうちで、

捕囚の身と感じ、それを不幸と感じた者はいたのか？

「おれだ！」イヴリイは叫んだ。

「この男一人だ。」彼は言った。「おまえたち全員のうちで、この男たった

二人だ。この者は他の者と違うのだ。この男は特異な奴で、おまえたちの

仲間ではないのだ。」

「しかし今は、」多くの者が声をそろえて叫んだ。「おれたちは皆、彼と同

じように感じているのだ。以前は、我利ま盲目であった。我々に何が起き

ているのか知らなかった。彼は我々の目を開かせてくれた。今はおれたち

は知っているぞ、おまえたちがおれたちに何をしてきたかを。」

羊こで初めて慰め女が口を開いた。

「‥＿・おまえたちは本当にそれを知っているというのかい。おまえたちが知っ

ているのはこの男が言ったことだけよ。この男こそがおまえたちに苦痛を

もたらした張本人だということは話したかい？今まで、おまえたちの苦

痛をおまえたちから取り除く薬を製造していた施設があったのに、その施

設を壊してしまったのはこの男なのだよ。その薬が今は手に入らなくなっ

たのはこの男一人のせいなのだよ。この薬がいるかいらないか、この男は

おまえたちにたずねたのかい？・‥この男がおまえたちに代わって勝手に

決めたのよ。でも、なぜそうしたか、その理由を、この男はおまえたちに

言ったかい？　この薬がこの男には効かないからさ。だからこの男は、自

分の苦しみと同じ苦しみをおまえたちにも苦しませようとして、この男が

したいと思っていることをおまえたちもしたがるように仕向けようとして、

おまえたち皆を病気にしたのよ。なぜなら、この男は自分一人ではミスラ

イムのカタコンベから出るこの出口を見つけることはできなかっただろう

からね。さあ、言ってごらん、おまえたちを利用したのはいったい誰かい、

おまえたちを道具として利用したのはいったい誰だい？　自分の目的を達
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成するためにおまえたち皆を苦痛と不安と絶望に陥れたこの男なのかい、

それとも、おまえたちをそんな日に遣わせまいとしてあらゆる手を尽くし

てきたこの私たちだと言うのかい？」

影の民は迷った。迷っているまなざしや、疑いのまなざしや、すでに憎し

みを含んだまなざしさえも、イヴリイに向けられた。

「聞いてくれ！」彼は叫んだ∴おれたちは皆で協力して外へ出るこの出口

を見つけたのだ。さあ、皆でこの捕囚生活から脱出しようじゃないか。こ

の2人が我々を囚人にしていたということは確かだし、我々全員、ここか

ら脱出したいと思っていることも確かだ。」

ここで再び鉛色の男が口を開いた。

「彼は言う、おまえたちはそこへ出て行きたいのだと。しかし、君たちは

知っているのか、そこでおまえたちを待っているのは何なのか？　その世

界はおまえたちに住める世界ではないのだぞ。情け容赦ない光からして、

おまえたちを粉々に粉砕するだろう。上も下もわからなくなる。おまえた

ちが頼れるのはそこには何もない。巨大な空虚がおまえたちを呑み込む。

一回呼吸することさえ、心臓が一回鼓動を打つことさえ、自分で決めなけ

ればならないのだ。そしてそれらの一つ一つの決断がことごとく、永遠に

おまえたちを縛ることになるのだぞ。もう一度言おう。その世界はおまえ

たちが住める世界ではない。だからこそその昔、おまえたち影の民は、そ

の世界からこの地下へ逃げてきて、あの耐えられない光から救ってくれと

私たちの所へ頼み込んできたのだ。一度だって我利まおまえたちを捕縛し

ておいたことなぞない、それはおまえたち自身の意志だったのだ。わした

ちはおまえたちの意志に従っただけだ。‥・わしたちはおまえたちと一緒に

なって、そしておまえたちのために、このミスライムのカタコンベを造っ

たのだ。しかも、できる限り快適になるように。それなのにおまえたちは

今、これをすべて破壊しようと言うのか、ここにいるこの男のために、お

まえたちとは異なるこの男一人のために。よく考えるのだ！今ならまだ

一　遅すぎることはない。おまえたちがその気なら、今すぐなら復興に着手す

ることができるのだ。すべて元通りにすることができるのだ。さあ、自分

たちで決めるがよい！　この男と一緒に行って滅亡するのか、－それと

も自分たちでこの男を追放して、永遠にこの男から解放されるのか。…」（57）

影の民は、完全に覚醒した意識の中で、しかも完全な自由意志の中で、ィ．ヴ

リイに従うか、それともベヒモートに従うか、自分たちで自分たちの進路を決
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定するよう求められたのである。

シーンと静まりかえった。誰もが明るすぎる光から顔を背けていた。手

に手に握り、振りかざしていた棒や管はだらりとおろされて、イヴリイに

向けられた。イヴリイの顔も見ずに、彼らはイヴリイを壁の裂け目の方へ

棒で突いて押しやった。何もかも、沈黙のうちに実行された。イヴリイは

′抵抗しなかった。その裂け目から外へ押し出された瞬間、イヴリイは初め

て耳をつんざくような絶叫をあげた。‥・影の民は誰もみな、その絶叫を聞

いた。しかしそれが、歓喜の極みの絶叫だったのか、最後の決定的な絶望

の悲鳴だったのか、後になって言える者は誰一人としていなかった。（58）

ここでは、イヴリイにではなく影の民に考察の焦点を合わせることにしよう。

今、この場にいる影の民は、完全な覚醒状態におかれていた。そのうえで、カ

タコンベの外の世界へ出て行けばああなる、カタコンベの中の世界へ戻ればこ

うなると、真実が開示されたのである。そのうえ完全な選択の自由をも与えら

れていた。彼らは、カタコンベの外の世界を捨てて、カタコンベの中の世界を

選び取った。光の世界を捨てて、闇の世界を選び取った。完全自己決定の世界

を捨てて、完全捕囚の生活を選び取ったのである。それと同時に、GULを投与

されることをも選び取ったのである。GULが投与されれば、束縛されていると

いう意識そのものを持たなくなる。また、束縛されている状態から生ずる可能

性のある苦痛も完全に麻痺する。従って、束縛の苦痛からも完全に解放される。

そして今となっては、そして未来永劫に、このカタコンベ系宇宙には、イヴリイ

のようにこの影の民に対して側から客観的にとやかく言う者は存在しなくなる。

さて、このカタコンベ系の影の民の存在は自由そのものなのであろうか？

それとも…？　いや、やはりこの「影の民」は精神的には確かに完全に自由な

のである。

しかし、この影の民の自由も、やはりアポリアなのである。
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